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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電子機器の表示部に位置決めを容易に行いつつ
、接着面側に指紋・ゴミの付着及び気泡の混入を低減し
ながら簡単に素早く貼着でき、貼着面に凹凸を生じない
保護シート保持物を提供する。
【解決手段】保護シート保持物１１は、電子機器の、表
示部に貼着するための貼着面が裏面に形成された透明な
保護シート３０１と、裏面の少なくとも一部が貼着面に
貼着された剥離シート本体４０１と、その裏面に対応す
る剥離シート本体の表面を横断する基準線分４２１が剥
離シート本体の表面４０２を第１領域と第２領域とに分
割する少なくとも第１領域に取り付けられた補助シート
１３と、を有してなる剥離シートと、を備える。また、
基準線分の少なくとも一部である規定線分部分に沿った
剥離シートの曲げ強度よりも、少なくとも第１領域にお
ける規定線分部分に平行な線分に沿った剥離シートの曲
げ強度を補助シートが高める。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器の表示部に貼着する透明な保護シートを保持した保護シート保持物であって、
　表示部に貼着するための貼着面が裏面に形成された透明な保護シートと、
　裏面の少なくとも一部が貼着面に貼着された剥離シート本体と、貼着面に貼着された剥
離シート本体の裏面に対応する剥離シート本体の表面を横断する基準線分が剥離シート本
体の表面を第１領域と第２領域とに分割する少なくとも第１領域に取り付けられた補助シ
ートと、を有してなる剥離シートと、
を備えてなり、
　基準線分の少なくとも一部である規定線分部分に沿った剥離シートの曲げ強度よりも、
少なくとも第１領域における規定線分部分に平行な線分に沿った剥離シートの曲げ強度を
補助シートが高めるものである、保護シート保持物。
【請求項２】
　補助シートが、規定線分部分に沿った縁部である規定縁部を有するものである、請求項
１に記載の保護シート保持物。
【請求項３】
　補助シートが、第２領域に取り付けられていないものである、請求項２に記載の保護シ
ート保持物。
【請求項４】
　補助シートが、第１領域にて規定縁部が規定線分部分に沿う第１部分と、第２領域にて
規定縁部が規定線分部分に沿う第２部分と、を含んでなり、
　第１部分と第２部分とが規定線分部分に沿った分断部を挟んで取り付けられるものであ
る、請求項２に記載の保護シート保持物。
【請求項５】
　補助シートが、規定線分部分に跨るよう第１領域と第２領域とに連続するものであり、
規定線分部分に沿った補助シートの曲げ強度が補助シートの他の部分よりも曲げ強度が小
さいものである、請求項１に記載の保護シート保持物。
【請求項６】
　補助シートが、規定線分部分に沿ったスリット部分を有するものである、請求項５に記
載の保護シート保持物。
【請求項７】
　スリット部分が、補助シートに形成された閉じた内縁により形成されるものである、請
求項６に記載の保護シート保持物。
【請求項８】
　スリット部分が、規定線分部分に沿って複数形成されるものである、請求項６又は７に
記載の保護シート保持物。
【請求項９】
　補助シートが、規定線分部分に沿った薄肉部分を有するものである、請求項５に記載の
保護シート保持物。
【請求項１０】
　補助シートが、規定線分部分に沿ったミシン目部分を有するものである、請求項５に記
載の保護シート保持物。
【請求項１１】
　剥離シート本体の外縁から外方に張り出す把持部分を有し、剥離シート本体の表面に取
り付けられた把持シートを有するものである、請求項１乃至１０のいずれか１に記載の保
護シート保持物。
【請求項１２】
　把持部分が、基準線分に対し垂直方向に向かって剥離シート本体の外縁から外方に張り
出すものである、請求項１１に記載の保護シート保持物。
【請求項１３】



(3) JP 3169203 U 2011.7.21

10

20

30

40

50

　把持部分が、基準線分に対して平行方向に向かって剥離シート本体の外縁から外方に張
り出すものである、請求項１１又は１２に記載の保護シート保持物。
【請求項１４】
　補助シートの一部が把持シートを構成するものである、請求項１１乃至１３のいずれか
１に記載の保護シート保持物。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、保護シート保持物に関し、より詳細には、電子機器の表示部に貼着する透明
な保護シートを保持した保護シート保持物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話やパーソナルコンピュータ等のような電子機器が有する表示部を保護するため
、表示部に透明な保護シートを貼着することが行われている（例えば、特許文献１参照）
。
　特許文献１は、「電子機器の表示部に縦横方向の位置決めを容易に行いつつ、さらに、
保護シートの接着面側に指紋・ゴミの付着及び気泡の混入を低減しながら簡単に素早く貼
着できる保護シートの装着構造体を提供する」（特許文献１、考案の詳細な説明中、段落
番号０００７）ためになされたもので、具体的には、「電子機器の表示部に貼着する透明
な保護シートの装着構造であって、保護シートは、裏面に透明な接着層が形成され、前記
接着層に剥離シートを貼着し、前記剥離シートには、分割するための分割領域と、前記分
割領域を挟んで上下或は左右に貼着した複数の分割シート体からなり、前記保護シートを
前記表示部に貼着するに際しては、一方の分割シート体を分割領域から前記保護シートよ
り剥離することによって接着面の一部分を前記表示部における縦横方向の位置決めをしな
がら前記表示部に貼着し、次いで、前記保護シートの接着面の一部が前記表示部に貼着し
たままの状態で、他の分割シート体を前記保護シートから剥離して前記保護シートの全面
を表示部全面に貼着するように構成した保護シートの装着構造」（特許文献１、考案の詳
細な説明中、段落番号０００８）であり、それによって「剥離シートに分割領域を形成し
、分割領域から上下或は左右に複数の分割シート体に分割して剥離することができるよう
にしたので、表示部に保護シートを貼着する際には、分割領域から一方の分割シート体を
剥離して、露見した接着面を表示部に貼着し、そのまま他方の分割シート体を保護シート
から剥離しながら表示部全面に保護シートを貼着することができるので、電子機器の表示
部に縦横方向の位置決めを行いつつ保護シートに指紋・ゴミの付着及び気泡の混入を低減
して保護シートを正確に貼着することができる。しかも、作業者にとっては高度な貼着技
術を必要とせず、だれでも短時間で貼着可能であり、且つ保護シートの貼りなおしを低減
することが可能となる効果がある。」（特許文献１、考案の詳細な説明中、段落番号００
１５）ものが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】登録実用新案第３１５３６０５号公報（例えば、要約、段落番号０００１
～００１５、第１図、第２図及び第５図等）
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような特許文献１に開示された保護シートの装着構造においては、保護シートの裏
面に形成された透明な接着層に、剥離シートを分割するための分割領域を有する剥離シー
トを貼着した状態で保護シートを保持するので、剥離シートの一方の分割シート体と他方
の分割シート体との間に生じる凹凸により、剥離シートが貼着される保護シートの接着層
にも凹凸を生じる問題があった（柔軟な接着層は、接着層が密接する剥離シートに存する
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凹凸に応じて容易に変形する）。かかる接着層の凹凸は、保護シートを表示部に貼着した
際、保護シート表面に凹凸を生じたり、表示部の表示像に歪みを生じる原因となることが
あった。
　そこで、本考案では、表示部に貼着するための貼着面（特許文献１においては接着層の
表示部に貼着される面）が裏面に形成された透明な保護シートの貼着面に剥離シートを貼
着した状態で保護シートを保持した保護シート保持物において、特許文献１の課題「電子
機器の表示部に縦横方向の位置決めを容易に行いつつ、さらに、保護シートの接着面側に
指紋・ゴミの付着及び気泡の混入を低減しながら簡単に素早く貼着できる」ことに加え、
貼着面に凹凸を生じない保護シート保持物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案の保護シート保持物（以下、「本保持物」という。）は、電子機器の表示部に貼
着する透明な保護シートを保持した保護シート保持物であって、表示部に貼着するための
貼着面が裏面に形成された透明な保護シートと、裏面の少なくとも一部が貼着面に貼着さ
れた剥離シート本体と、貼着面に貼着された剥離シート本体の裏面に対応する剥離シート
本体の表面を横断する基準線分が剥離シート本体の表面を第１領域と第２領域とに分割す
る少なくとも第１領域に取り付けられた補助シートと、を有してなる剥離シートと、を備
えてなり、基準線分の少なくとも一部である規定線分部分に沿った剥離シートの曲げ強度
よりも、少なくとも第１領域における規定線分部分に平行な線分に沿った剥離シートの曲
げ強度を補助シートが高めるものである、保護シート保持物である。
【０００６】
　本保持物は、特許文献１の保護シートと同様、電子機器の表示部に貼着する透明な保護
シートを保持する保護シート保持物である。電子機器としては、表示部を有するものであ
れば特に限定されないが、例えば、携帯電話、パーソナルコンピュータ、ゲーム機、画像
再生装置（ＤＶＤプレーヤー、デジタルカメラ等）、ナビゲーションシステム（車載用を
含む）等を例示的に挙げることができる。そして、表示部は、電子機器が発生する情報を
表示するものであれば特に制限されず、表示部に接触することで電子機器に動作を命令し
たり情報を入力することを伴うもの（いわゆるタッチパネル）か否かは問わない。このよ
うな電子機器の表示部を保護（表示部へ他の物が直接衝突したり摩擦等することから表示
部を保護する）するため表示部へ貼着される保護シートが、表示部への貼着に供されるま
で本保持物として保持される。
【０００７】
　本保持物は、保護シートと剥離シートとを備えてなる。
　保護シートは、表示部に表示される情報を保護シートを通して目視可能でなければなら
ないので透明である。そして、保護シートは、電子機器の表示部に保護シートを貼着する
ための貼着面が裏面に形成されるが、貼着面は表示部に保護シートを貼着できれば足り、
保護シートが接着層を有するか否かは問わない。例えば、保護シート全体がゲル状物質に
よって形成されることで格別の接着層を有さずに表示部に裏面が貼着されるような場合や
、保護シートが静電気によって格別の接着層を有さずに表示部に裏面が貼着されるような
場合等を含む。
【０００８】
　剥離シートは、剥離シート本体と補助シートとを有してなる。
　剥離シート本体は、剥離シート本体の裏面の少なくとも一部が貼着面に貼着されるもの
であり（剥離シート本体の裏面の全部又は一部が貼着面に貼着される）、保護シートの貼
着面を覆うことで貼着面を保護する。
　補助シートは剥離シート本体の表面に取り付けられる。ここに剥離シート本体の裏面の
うち貼着面に貼着された裏面部分に対応する剥離シート本体の表面（この裏面部分に対応
する剥離シート本体の表面とは、剥離シート本体の表面を平面に沿わせた際、裏面部分の
該表面への正投影をいう。）を横断する基準線分が該表面を第１領域と第２領域とに分割
し、少なくとも第１領域に補助シートは取り付けられる（補助シートが、第１領域のみに
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取り付けられる場合と、第１領域と第２領域とに取り付けられる場合と、の両方の場合を
含む）。
【０００９】
　この剥離シート本体の表面に取り付けられた補助シートが、基準線分の少なくとも一部
（基準線分の一部又は全部）である規定線分部分に沿った剥離シートの曲げ強度（補助シ
ートが取り付けられた剥離シート本体の表面側から見て剥離シートを規定線分部分に沿っ
て谷折りする際の曲げ強度）よりも、少なくとも第１領域における規定線分部分に平行な
線分に沿った剥離シートの曲げ強度（規定線分部分に平行な第１領域側に存する線分（該
線分は第１領域のうち、補助シートが取り付けられている部分に存する）に沿って、補助
シートが取り付けられた剥離シート本体の表面側から見て剥離シートを谷折りする際の曲
げ強度）を高める。即ち、補助シートによって、規定線分部分に沿った剥離シートの曲げ
強度よりも、規定線分部分に平行な第１領域に存する線分に沿った剥離シートの曲げ強度
が大きくなるので、規定線分部分を一部又は全部とする基準線分に沿って剥離シートを谷
折りすることが容易になる。
　これによって剥離シートを基準線分に沿って谷折りすることで、剥離シート本体の裏面
を貼着面から剥離し、貼着面の一部を露出させる際、基準線分（基準線分の一部又は全部
が規定線分部分である）に沿った剥離シートの曲げ強度よりも少なくとも第１領域におけ
る基準線分に平行な線分（該線分は補助シートが取り付けられている位置に存する）に沿
った剥離シートの曲げ強度が高いことから、基準線分に沿った谷折りが容易になり、貼着
面の一部をうまく露出させることができる。貼着面の一部を露出させれば、特許文献１の
保護シートと同様、露出させた一部の貼着面を表示部に貼着し、そのまま剥離シートを貼
着面から剥離しつつ表示部に保護シートを貼着することができる。
　また、基準線分のうち規定線分部分のなす割合（（規定線分部分の長さ）／（基準線分
の長さ））は、あまり小さいと基準線分に沿った剥離シートの谷折りがあまり容易になら
ないことから、好ましくは０．５以上であり、より好ましくは０．６以上であり、最も好
ましくは０．７以上である（無論、上限は１．０である）。
　以上のように本保持物によれば、特許文献１の保護シートと同様、電子機器の表示部に
縦横方向の位置決めを容易に行いつつ、さらに、保護シートの接着面側に指紋・ゴミの付
着及び気泡の混入を低減しながら簡単に素早く貼着できることに加え、貼着面に貼着され
る剥離シート本体の裏面には、特許文献１のような剥離シートの凹凸が存しないことから
貼着面に凹凸を生じることがない。
【００１０】
　本保持物においては、補助シートが、規定線分部分に沿った縁部である規定縁部を有す
るもの（以下、「規定縁部保有本保持物」という）であってもよい。
　補助シートは、上述の如く、規定線分部分に沿った剥離シートの曲げ強度よりも、第１
領域における規定線分部分に平行な線分（補助シートが取り付けられている位置に存する
）に沿った剥離シートの曲げ強度を高めるものであればよいが、例えば、規定線分部分に
沿った縁部である規定縁部を有するものであってもよい。このような規定縁部を有するこ
とで、規定縁部が形成された規定線分部分には補助シートが存在しないことに加え、規定
線分部分に沿った規定縁部よりも規定線分部分より遠ざかる位置（第１領域）には補助シ
ートが存在するので、補助シートが第１領域において剥離シート本体を補強し、規定線分
部分に沿った剥離シートの曲げ強度よりも、第１領域における規定線分部分に平行な線分
（補助シートが取り付けられている位置に存する）に沿った剥離シートの曲げ強度を容易
かつ確実に高めることができる。
【００１１】
　規定縁部保有本保持物の場合、補助シートが、第２領域に取り付けられていないもので
あってもよい。
　こうすることで補助シートを第１領域のみに取り付ければ良いので、補助シートを容易
かつ安価に形成でき、本保持物を廉価に構成できる。
【００１２】
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　規定縁部保有本保持物の場合、補助シートが、第１領域にて規定縁部が規定線分部分に
沿う第１部分と、第２領域にて規定縁部が規定線分部分に沿う第２部分と、を含んでなり
、第１部分と第２部分とが規定線分部分に沿った分断部を挟んで取り付けられるものであ
ってもよい。
　このように第１領域に存する規定縁部を有する第１部分と、第２領域に存する規定縁部
を有する第２部分と、が規定線分部分に沿った分断部を挟んで取り付けられることで、分
断部によって規定線分部分を補助シートが補強することなく、第１領域側は第１部分が剥
離シート本体を補強すると共に第２領域側は第２部分が剥離シート本体を補強するので、
規定線分部分に沿った剥離シートの曲げ強度よりも、その両側（第１領域及び第２領域）
における規定線分部分に平行な線分（補助シートが取り付けられている位置に存する）に
沿った剥離シートの曲げ強度を高めるので、第１領域及び第２領域における意図しない折
曲げを防止又は減少させ、基準線分に沿った剥離シートの谷折りを一層容易かつ確実なら
しめる。
【００１３】
　本保持物においては、補助シートが、規定線分部分に跨るよう第１領域と第２領域とに
連続するものであり、規定線分部分に沿った補助シートの曲げ強度が補助シートの他の部
分よりも曲げ強度が小さいもの（以下、「規定線分部分低強度本保持物」という）であっ
てもよい。
　規定線分部分に跨るよう第１領域と第２領域とに連続する補助シートのうち規定線分部
分に沿う部分の曲げ強度が他の部分の曲げ強度よりも小さくすることで、第１領域と第２
領域とに連続する補助シートとして取り扱い（特に、補助シートが剥離シート本体の表面
に取り付けられるまでの取り扱い）が容易であることに加え、補助シートが、規定線分部
分に沿った剥離シートの曲げ強度よりも、その両側（第１領域及び第２領域）における規
定線分部分に平行な線分（補助シートが取り付けられている位置に存する）に沿った剥離
シートの曲げ強度を高め、第１領域及び第２領域における意図しない折曲げを防止又は減
少させ、基準線分に沿った剥離シートの谷折りを一層容易かつ確実ならしめる。
【００１４】
　規定線分部分低強度本保持物の場合、補助シートが、規定線分部分に沿ったスリット部
分を有するもの（以下、「スリット部分保有本保持物」という）であってもよい。
　補助シートに規定線分部分に沿ったスリット部分（細い隙間部分）を形成することで、
規定線分部分に跨るよう第１領域と第２領域とに連続する補助シートのうち規定線分部分
に沿う部分の曲げ強度を他の部分の曲げ強度よりも容易かつ確実に小さくすることができ
る。
【００１５】
　スリット部分保有本保持物の場合、スリット部分が、補助シートに形成された閉じた内
縁により形成されるものであってもよい。
　こうすることでスリット部分が閉じた縁部によって規定されるので、スリット部分が高
い強度を保持できると共に、第１領域と第２領域とに連続する補助シートとして取り扱い
（特に、補助シートが剥離シート本体の表面に取り付けられるまでの取り扱い）が一層容
易である（スリット部分が開いた縁部により規定される場合には、該縁部が不意に開閉す
る等といった問題が生じ得る。）。
【００１６】
　スリット部分保有本保持物の場合、スリット部分が、規定線分部分に沿って複数形成さ
れるものであってもよい。
　こうすることでスリット部分の両縁が規定線分部分に沿って複数箇所で連結される（複
数形成されるスリット同士の間の部分はスリット部分の両縁が連結されている。）ので、
スリット部分が高い強度を保持できると共に、第１領域と第２領域とに連続する補助シー
トとして取り扱いが一層容易である（特に、補助シートが剥離シート本体の表面に取り付
けられるまでにスリット部分の縁部が揺れ動くこと等を防止又は減少できる）。
【００１７】
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　規定線分部分低強度本保持物の場合、補助シートが、規定線分部分に沿った薄肉部分を
有するものであってもよい。
　補助シートに規定線分部分に沿った薄肉部分（厚みが薄い部分。例えば、規定線分部分
に沿った凹条）を形成することで、規定線分部分に跨るよう第１領域と第２領域とに連続
する補助シートのうち規定線分部分に沿う部分の曲げ強度を他の部分の曲げ強度よりも容
易かつ確実に小さくすることができる。
【００１８】
　規定線分部分低強度本保持物の場合、補助シートが、規定線分部分に沿ったミシン目部
分を有するものであってもよい。
　補助シートに規定線分部分に沿ったミシン目部分（連続的に設けた穴）を形成すること
で、規定線分部分に跨るよう第１領域と第２領域とに連続する補助シートのうち規定線分
部分に沿う部分の曲げ強度を他の部分の曲げ強度よりも容易かつ確実に小さくすることが
できる。
【００１９】
　本保持物においては、剥離シート本体の外縁から外方に張り出す把持部分を有し、剥離
シート本体の表面に取り付けられた把持シートを有するもの（以下、「把持シート保有本
保持物」という）であってもよい。
　こうすることで剥離シート本体の表面に取り付けられた把持シートが有する把持部分（
剥離シート本体の外縁から外方に張り出す部分）を本保持物の使用者が手で把持し、把持
部分を引っ張ることで剥離シート本体の裏面を貼着面から剥離し、貼着面の一部を露出さ
せやすくなる。
【００２０】
　把持シート保有本保持物の場合、把持部分が、基準線分に対し垂直方向に向かって剥離
シート本体の外縁から外方に張り出すものであってもよい。
　こうすることで把持シートが有する把持部分を本保持物の使用者が手で把持し把持部分
を引っ張ることで、剥離シートを基準線分に沿って谷折りする方向に剥離シートに力を加
えやすい（把持部分を引っ張ると、剥離シートを基準線分に沿って谷折りするようになり
やすい）。
【００２１】
　把持シート保有本保持物の場合、把持部分が、基準線分に対して平行方向に向かって剥
離シート本体の外縁から外方に張り出すものであってもよい。
　こうすることで把持シートが有する把持部分を本保持物の使用者が手で把持し把持部分
を引っ張ることで、基準線分に沿って剥離シート本体の裏面を貼着面から剥離しやすい（
把持部分を引っ張ると、剥離シート本体を基準線分に沿って剥離する力を加えやすい）。
【００２２】
　把持シート保有本保持物の場合、補助シートの一部が把持シートを構成するものであっ
てもよい。
　こうすることで補助シートの一部が、剥離シート本体の外縁から外方に張り出す把持部
分を有する把持シートを構成するので、補助シートと格別の把持シートを設ける必要がな
く、把持シート保有本保持物を構成する部品点数を減少させ、把持シート保有本保持物を
容易かつ廉価に製造できる。加えて、把持部分を本保持物の使用者が手で把持し把持部分
を引っ張ることで、補助シートに直接力を加えることができ、剥離シートを基準線分に沿
ってうまく谷折りすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本考案の保護シート保持物（本保持物）を構成する一実施形態のシート複合体を
示す図面である。
【図２】第１実施形態の本考案の保護シート保持物（第１本保持物）を示す図である。
【図３】第１本保持物の保護シートを電子機器の表示部に貼着する方法の第１ステップＳ
１を説明する図である。
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【図４】第１本保持物の保護シートを電子機器の表示部に貼着する方法の第２ステップＳ
２及び第３ステップＳ３を説明する図である。
【図５】第１本保持物の保護シートを電子機器の表示部に貼着する方法の第４ステップＳ
４乃至第６ステップＳ６を説明する図である。
【図６】第２実施形態の本考案の保護シート保持物（第２本保持物）を示す図である。
【図７】第３実施形態の本考案の保護シート保持物（第３本保持物）を示す図である。
【図８】第４実施形態の本考案の保護シート保持物（第４本保持物）を示す図である。
【図９】第５実施形態の本考案の保護シート保持物（第５本保持物）を示す図である。
【図１０】第６実施形態の本考案の保護シート保持物（第６本保持物）を示す図である。
【図１１】第７実施形態の本考案の保護シート保持物（第７本保持物）を示す図である。
【図１２】第８実施形態の本考案の保護シート保持物（第８本保持物）を示す図である。
【図１３】第９実施形態の本考案の保護シート保持物（第９本保持物）を示す図である。
【図１４】第１０実施形態の本考案の保護シート保持物（第１０本保持物）を示す図であ
る。
【図１５】第１１実施形態の本考案の保護シート保持物（第１１本保持物）を示す図であ
る。
【図１６】第１２実施形態の本考案の保護シート保持物（第１２本保持物）を示す図であ
る。
【図１７】第１３実施形態の本考案の保護シート保持物（第１３本保持物）を示す図であ
る。
【図１８】第１４実施形態の本考案の保護シート保持物（第１４本保持物）を示す図であ
る。
【図１９】第１５実施形態の本考案の保護シート保持物（第１５本保持物）を示す図であ
る。
【図２０】第１６実施形態の本考案の保護シート保持物（第１６本保持物）を示す図であ
る。
【図２１】第１７実施形態の本考案の保護シート保持物（第１７本保持物）を示す図であ
る。
【考案を実施するための形態】
【００２４】
　本考案の実施の形態を図面を参照して詳述するが、本考案はこれに限定されるものでは
ない。
【００２５】
　図１は、本考案の保護シート保持物（本保持物）を構成する一実施形態のシート複合体
５０１を示す図面であり、シート複合体５０１は、電子機器の表示部（不図示）に貼着す
る透明な保護シート３０１と、保護シート３０１の貼着面３０３に裏面４０４が貼着され
た剥離シート本体４０１と、を含んでなる。図１（ａ）はシート複合体５０１を剥離シー
ト本体４０１の表面４０２側から見たところを示し（表面４０２を平面に沿わせた際、表
面４０２に対して垂直方向から見たところを示す。）、図１（ｂ）は図１（ａ）のＢ－Ｂ
断面図であり、図１（ｃ）は図１（ａ）のＣ－Ｃ断面図であり、そして図１（ｄ）は剥離
シート本体４０１の一部を保護シート３０１から剥離したところを示す断面図である。図
１を参照して、シート複合体５０１について説明する。なお、ここでは図示及び理解を容
易にするため、保護シート３０１及び剥離シート本体４０１のいずれも実際よりも厚く図
示している。
【００２６】
　ここでは保護シート３０１の両主表面と、剥離シート本体４０１の両主表面と、のいず
れも同形状をなしており、具体的には、互いに略平行な一対の対辺３０１ａ、３０１ｂと
互いに略平行な一対の対辺３０１ｃ、３０１ｄとによって規定される長方形の角部を丸め
られた形状を保護シート３０１の両主表面はなし、互いに略平行な一対の対辺４０１ａ、
４０１ｂと互いに略平行な一対の対辺４０１ｃ、４０１ｄとによって規定される長方形の
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角部を丸められた形状を剥離シート本体４０１の両主表面はなし、そしてこれら保護シー
ト３０１の両主表面がなす該長方形の角部を丸められた形状と剥離シート本体４０１の両
主表面がなす該長方形の角部を丸められた形状とはここでは略同一とされており、保護シ
ート３０１と剥離シート本体４０１とが丁度重なるように貼着面３０３に裏面４０４が貼
着されている。
【００２７】
　保護シート３０１は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムによって形成された保護シ
ート本体３０７と、保護シート本体３０７の一主表面に沿って形成された透明な接着層３
０５（電子機器の表示部（不図示）に保護シート３０１を接着するための接着剤によって
形成された層）と、を含んでなり（図１（ｄ）参照。図１（ｄ）以外の図は、図示を容易
にするため保護シート本体３０７と接着層３０５とを分けず一体に示している。）、接着
層３０５の表面（保護シート本体３０７とは反対の面）によって保護シート３０１の貼着
面３０３が形成されている。もっとも、保護シート３０１が保護シート本体３０７と格別
の接着層３０５を有する必要は必ずしもなく、例えば、保護シート本体自体が表示部（不
図示）に密接することで保護シート３０１が表示部（不図示）に貼着されるような場合（
通常、保護シート本体が粘着性を有するような場合）や、保護シート本体自体が静電気に
よって表示部（不図示）に吸着されるような場合であれば、接着層３０５を設ける必要は
必ずしもない。加えて、保護シート３０１の操作面３０９（貼着面３０３とは反対の面）
に機能層（ハードコート層、光反射防止層等）を設けるようにしてもよい。
【００２８】
　剥離シート本体４０１は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており
、保護シート３０１の貼着面３０３に裏面４０４が貼着されている。ここでは剥離シート
本体４０１の裏面４０４の全部が貼着面３０３に貼着されているが、これに限定されるも
のではなく、裏面４０４の少なくとも一部（即ち、裏面４０４全部の場合と、裏面４０４
の一部の場合と、の両場合を含む）が貼着面３０３に貼着されていればよい。剥離シート
本体４０１は、保護シート３０１が電子機器の表示部（不図示）への貼着に供されるまで
貼着面３０３を保護（不意に貼着面３０３が他のものと接触したり、貼着面３０３に埃が
付着すること等を防止する。）するため貼着面３０３をカバーするためのものである（保
護シート３０１に対してシール台紙のような機能を有する。）。
　剥離シート本体４０１は、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０
４部分に対応する剥離シート本体４０１の表面４０２部分を横断する線分である基準線分
４２１（仮想上の線分であり、剥離シート本体４０１の表面４０２に描かれる必要はない
が、表面４０２に目視可能に描かれてもよい。なお、ここでは他の線と容易に区別できる
よう、一点鎖線にて図示している。）が決められている。基準線分４２１は、基準線分４
２１を境界線として表面４０２を小領域４３１と大領域４３２とに分割し、ここでは基準
線分４２１は一対の対辺４０１ａ、４０１ｂに略平行にされると共に、小領域４３１と大
領域４３２とを面積比で約１：２（無論、小領域４３１の方が小さい）に分割している。
　後述するが、基準線分４２１に沿って剥離シート本体４０１を表面４０２から見て谷折
りすることで（小領域４３１を貼着面３０３から剥離する。）、小領域４３１により覆わ
れていた貼着面３０３の一部が露出するので、保護シート３０１を電子機器の表示部（不
図示）に対し所望位置に貼着できるよう、貼着面３０３の露出した該一部を電子機器の表
示部（不図示）に貼着した後、大領域４３２を貼着面３０３からゆっくり剥離し貼着面３
０３の残部（該一部以外の部分）を露出させつつ電子機器の表示部（不図示）に貼着する
ことができる。このような保護シート３０１の貼着面３０３を電子機器の表示部（図示せ
ず）に貼着する作業をうまく行うことができるよう、基準線分４２１は剥離シート本体４
０１表面４０２の所定位置に決定されている。
【００２９】
（第１実施形態）
　図２は、第１実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第１本保持物」という。
）１１を示す図であり、詳細には、図２（ａ）は第１本保持物１１を剥離シート本体４０
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１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては図１（ａ）と同
様の方向から見ている）、図２（ｂ）は図２（ａ）のＢ－Ｂ断面図であり、図２（ｃ）は
図２（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図２を参照して、第１本保持物１１について説明する
。
　第１本保持物１１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シート
複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を境界
線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート１３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００３０】
　補助シート１３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図示
及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面１３ｂが表面４０２
の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付けられ
ている。
　補助シート１３の表面１３ａ及び裏面１３ｂのいずれも、一対の対辺１３ｃａ、１３ｃ
ｂ（ここでは長辺）と、一対の対辺１３ｃｃ、１３ｃｄ（ここでは短辺）と、を有する略
長方形をなし、辺１３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。
　補助シート１３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面
に沿った状態。図２（ａ））から見て、辺１３ｃｂが基準線分４２１に沿うと共に（図示
及び理解を容易にするため、辺１３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示し
ている。）、辺１３ｃｃが辺４０１ｃに沿うように小領域４３１に取り付けられている。
そして、補助シート１３は、辺１３ｃａ、１３ｃｂが辺４０１ａ、４０１ｂよりも短くさ
れているので辺１３ｃｄが辺４０１ｄよりも辺４０１ｃ側に存すると共に、辺１３ｃｃ、
１３ｃｄが小領域４３１の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域
４３１の寸法）よりも大きくされているので、辺４０１ａから外方に張り出す部分１３ｆ
（図２（ａ）中、辺１３ｃａと辺４０１ａとの間の補助シート１３の部分）を有している
。
【００３１】
　図３は、第１本保持物１１の保護シート３０１を電子機器の表示部に貼着する方法の第
１ステップＳ１を説明する図である。図３を参照して、第１本保持物１１の貼着方法につ
いて説明する。なお、図３に示した第１本保持物１１は、理解及び図示を容易にするため
、図２に示した第１本保持物１１とはやや形状を異にしている。図３（ａ１）は第１本保
持物１１を剥離シート本体４０１の表面４０２側から見たところを示しており、図３（ｅ
１）は図３（ａ１）のｚ方向から第１本保持物１１を見たところを示している（保護シー
ト３０１を厚く図示している）。図３（ａ１）及び図３（ｅ１）に示す状態の第１本保持
物１１を、図示しない貼着者が指（不図示）で外方に張り出す部分１３ｆを把持し、辺１
３ｃｂを中心に補助シート１３を矢印Ｖ方向に回動させる（第１ステップＳ１）。辺１３
ｃｂを中心とする補助シート１３の矢印Ｖ方向への回動により、補助シート１３の裏面１
３ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１も辺１３ｃｂが沿う基準線分４２
１に沿って折り畳まれ（表面４０２側から見て谷折り）、図３（ａ２）及び図３（ｅ２）
に示す状態の第１本保持物１１となる。
　図３（ａ２）及び図３（ｅ２）に示す状態の第１本保持物１１は、剥離シート本体４０
１の小領域４３１が基準線分４２１に沿って折り畳まれ（小領域４３１が貼着面３０３か
ら剥離する）、小領域４３１により覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
【００３２】
　図４は、第１本保持物１１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
する方法の第２ステップＳ２及び第３ステップＳ３を説明するための図である。図４を参
照して、第１本保持物１１の貼着方法について説明する。図４（ａ３）及び図４（ａ４）
は電子機器６０１（例えば、携帯電話）の表示部６０３（タッチパネル画面）に対して垂
直方向から見たところを示しており、図４（ｅ３）は図４（ａ３）のｚ方向から見たとこ
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ろを示していると共に、図４（ｅ４）は図４（ａ４）のｚ方向から見たところを示してい
る。
　図３（ａ２）及び図３（ｅ２）に示した状態の第１本保持物１１（小領域４３１により
覆われていた貼着面３０３の一部が露出している）を、貼着面３０３の露出した該一部が
電子機器６０１の表示部６０３に面する状態にて電子機器６０１の表示部６０３の所望位
置に貼着できるよう図４（ａ３）及び図４（ｅ３）の如く位置あわせする（第２ステップ
Ｓ２）。
　その後、指７０１等によって貼着面３０３の露出した該一部を図４（ａ４）及び図４（
ｅ４）の如く表示部６０３に密接させ（第３ステップＳ３）、貼着面３０３の露出した該
一部を電子機器６０１の表示部６０３に貼着する。
【００３３】
　図５は、第１本保持物１１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
する方法の第４ステップＳ４乃至第６ステップＳ６を説明するための図である。図５を参
照して、第１本保持物１１の貼着方法について説明する。図５（ｅ５）～図５（ｅ７）の
いずれも図４（ｅ４）と同様の位置から見たものである。
　図４（ａ４）及び図４（ｅ４）のように貼着面３０３の該一部を電子機器６０１の表示
部６０３に貼着された第１本保持物１１の補助シート１３を把持できるよう、保護シート
３０１及び剥離シート本体４０１と、表示部６０３と、の間に空間を形成する（第４ステ
ップＳ４）。
　その後、保護シート３０１及び剥離シート本体４０１と、表示部６０３と、の間の補助
シート１３を指（不図示）で把持し、図５（ｅ５）中の矢印方向に補助シート１３を移動
させつつ（剥離シート本体４０１により覆われていた貼着面３０３が少しずつ露出する）
、図５（ｅ６）に示すように貼着面３０３を電子機器６０１の表示部６０３に貼着する（
第５ステップＳ５～第６ステップＳ６）。
　そして、最後に、図５（ｅ７）に示すように、補助シート１３とそれが接着された剥離
シート本体４０１とを除去し、貼着面３０３全部を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
して（第６ステップＳ６）、第１本保持物１１の保護シート３０１を電子機器６０１表示
部６０３へ貼着する作業が完了する。この状態で保護シート３０１の操作面３０９に指先
（不図示）を接触することで、電子機器６０１を操作することができる。
【００３４】
　以上説明したように、第１本保持物１１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着する
透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着する
ための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シート
３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着された剥
離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０４に
対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート本体
４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４
３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた補助
シート１３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート１３とを含
んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部で
ある規定線分部分（ここでは基準線分４２１のうち辺１３ｃｂが沿っている部分）に沿っ
た剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート１３を含まない剥離シート本体４０１
のみを曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）における規定線分
部分（基準線分４２１のうち辺１３ｃｂが沿っている部分）に平行な線分に沿った剥離シ
ートの曲げ強度（この曲げは、補助シート１３と剥離シート本体４０１との両方を曲げる
ので、補助シート１３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力
を要する）を補助シート１３が高めるものである、保護シート保持物である。
【００３５】
　第１本保持物１１においては、補助シート１３が、規定線分部分（基準線分４２１のう
ち辺１３ｃｂが沿っている部分）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺１３ｃｂ）を
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有するものである。
　第１本保持物１１においては、補助シート１３が、第２領域（ここでは大領域４３２）
に取り付けられていないものである。
　第１本保持物１１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１ｂ、
４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分１３ｆ
）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここでは補
助シート１３のうち、外方に張り出す部分１３ｆを含む一部が構成する）を有するもので
ある。
　第１本保持物１１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分１３ｆ）が、基
準線分４２１に対し垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０１
ａ）から外方に張り出すものである。
　第１本保持物１１においては、補助シート１３の一部（外方に張り出す部分１３ｆを含
む一部）が把持シートを構成するものである。
【００３６】
（第２実施形態）
　図６は、第２実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第２本保持物」という。
）２１を示す図であり、詳細には、図６（ａ）は第２本保持物２１を剥離シート本体４０
１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては図１（ａ）と同
様の方向から見ている）、図６（ｂ）は図６（ａ）のＢ－Ｂ断面図であり、図６（ｃ）は
図６（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図６を参照して、第２本保持物２１について説明する
。
　第２本保持物２１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シート
複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を境界
線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート２３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００３７】
　補助シート２３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図示
及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面２３ｂが表面４０２
の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付けられ
ている。
　補助シート２３の表面２３ａ及び裏面２３ｂのいずれも、一対の対辺２３ｃａ、２３ｃ
ｂ（ここでは長辺）と、一対の対辺２３ｃｃ、２３ｃｄ（ここでは短辺）と、を有する略
長方形をなし、辺２３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。
　補助シート２３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面
に沿った状態。図６（ａ））から見て、辺２３ｃｂが基準線分４２１に沿うと共に（図示
及び理解を容易にするため、辺２３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示し
ている。）、辺２３ｃｃが辺４０１ｃに略平行かつ辺２３ｃｄが辺４０１ｄに略平行にな
るように小領域４３１に取り付けられている。そして、補助シート２３は、辺２３ｃａ、
２３ｃｂが辺４０１ａ、４０１ｂよりも短くされており辺２３ｃｃが辺４０１ｃよりも辺
４０１ｄ側に存すると共に辺２３ｃｄが辺４０１ｄよりも辺４０１ｃ側に存する。また、
補助シート２３は、辺２３ｃｃ、２３ｃｄが小領域４３１の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺４
０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の寸法）よりも大きくされているので、辺４０１
ａから外方に張り出す部分２３ｆ（図６（ａ）中、辺２３ｃａと辺４０１ａとの間の補助
シート２３の部分）を有している。
【００３８】
　かかる第２本保持物２１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と同様
、貼着者が指で外方に張り出す部分２３ｆを把持し、辺２３ｃｂを中心に補助シート２３
を矢印Ｖ方向（図６（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、補助シート
２３の裏面２３ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１を辺２３ｃｂが沿う
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基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。このよ
うな剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１によ
り覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第２本保持物２１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
することができる。
【００３９】
　以上説明したように、第２本保持物２１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着する
透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着する
ための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シート
３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着された剥
離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０４に
対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート本体
４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４
３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた補助
シート２３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート２３とを含
んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部で
ある規定線分部分（ここでは基準線分４２１のうち辺２３ｃｂが沿っている部分）に沿っ
た剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート２３を含まない剥離シート本体４０１
のみを曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）における規定線分
部分（基準線分４２１のうち辺２３ｃｂが沿っている部分）に平行な線分に沿った剥離シ
ートの曲げ強度（この曲げは、補助シート２３と剥離シート本体４０１との両方を曲げる
ので、補助シート２３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力
を要する）を補助シート２３が高めるものである、保護シート保持物である。
【００４０】
　第２本保持物２１においては、補助シート２３が、規定線分部分（基準線分４２１のう
ち辺２３ｃｂが沿っている部分）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺２３ｃｂ）を
有するものである。
　第２本保持物２１においては、補助シート２３が、第２領域（ここでは大領域４３２）
に取り付けられていないものである。
　第２本保持物２１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１ｂ、
４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分２３ｆ
）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここでは補
助シート２３のうち、外方に張り出す部分２３ｆを含む一部が構成する）を有するもので
ある。
　第２本保持物２１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分２３ｆ）が、基
準線分４２１に対し垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０１
ａ）から外方に張り出すものである。
　第２本保持物２１においては、補助シート２３の一部（外方に張り出す部分２３ｆを含
む一部）が把持シートを構成するものである。
【００４１】
（第３実施形態）
　図７は、第３実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第３本保持物」という。
）３１を示す図であり、詳細には、図７（ａ）は第３本保持物３１を剥離シート本体４０
１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては図１（ａ）と同
様の方向から見ている）、図７（ｂ）は図７（ａ）のＢ－Ｂ断面図であり、図７（ｃ）は
図７（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図７を参照して、第３本保持物３１について説明する
。
　第３本保持物３１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シート
複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を境界
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線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート３３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００４２】
　補助シート３３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図示
及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面３３ｂが表面４０２
の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付けられ
ている。
　補助シート３３の表面３３ａ及び裏面３３ｂのいずれも、一対の対辺３３ｃａ、３３ｃ
ｂ（ここでは長辺）と、一対の対辺３３ｃｃ、３３ｃｄ（ここでは短辺）と、を有する略
長方形をなし、辺３３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。
　補助シート３３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面
に沿った状態。図７（ａ））から見て、辺３３ｃｂが基準線分４２１に沿うと共に（図示
及び理解を容易にするため、辺３３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示し
ている。）、辺３３ｃｃが辺４０１ｃに沿いかつ辺３３ｃｄが辺４０１ｄに沿うように小
領域４３１に取り付けられている。そして、補助シート３３は、辺３３ｃａ、３３ｃｂが
辺４０１ａ、４０１ｂと略同じ長さにされており、剥離シート本体４０１の表面４０２に
垂直方向（表面４０２が平面に沿った状態。図７（ａ））から見ると、辺３３ｃｃが辺４
０１ｃと同一直線上に存すると共に辺３３ｃｄが辺４０１ｄと同一直線上に存する。また
、補助シート３３は、辺３３ｃｃ、３３ｃｄが小領域４３１の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺
４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の寸法）よりも大きくされているので、辺４０
１ａから外方に張り出す部分３３ｆ（図７（ａ）中、辺３３ｃａと辺４０１ａとの間の補
助シート３３の部分）を有している。
【００４３】
　かかる第３本保持物３１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と同様
、貼着者が指で外方に張り出す部分３３ｆを把持し、辺３３ｃｂを中心に補助シート３３
を矢印Ｖ方向（図７（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、補助シート
３３の裏面３３ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１を辺３３ｃｂが沿う
基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。このよ
うな剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１によ
り覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第３本保持物３１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
することができる。
【００４４】
　以上説明したように、第３本保持物３１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着する
透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着する
ための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シート
３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着された剥
離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０４に
対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート本体
４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４
３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた補助
シート３３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート３３とを含
んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部（
ここでは全部）である規定線分部分（ここでは辺３３ｃｂが基準線分４２１の全部に沿っ
ているので、辺３３ｃｂが沿っている基準線分４２１の全部）に沿った剥離シートの曲げ
強度（この曲げは、補助シート３３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる）より
も、少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）における規定線分部分（基準線分４２
１のうち辺３３ｃｂが沿っている全部）に平行な線分に沿った剥離シートの曲げ強度（こ
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の曲げは、補助シート３３と剥離シート本体４０１との両方を曲げるので、補助シート３
３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力を要する）を補助シ
ート３３が高めるものである、保護シート保持物である。
【００４５】
　第３本保持物３１においては、補助シート３３が、規定線分部分（基準線分４２１のう
ち辺２３ｃｂが沿っている全部）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺３３ｃｂ）を
有するものである。
　第３本保持物３１においては、補助シート３３が、第２領域（ここでは大領域４３２）
に取り付けられていないものである。
　第３本保持物３１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１ｂ、
４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分３３ｆ
）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここでは補
助シート３３のうち、外方に張り出す部分３３ｆを含む一部が構成する）を有するもので
ある。
　第３本保持物３１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分３３ｆ）が、基
準線分４２１に対し垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０１
ａ）から外方に張り出すものである。
　第３本保持物３１においては、補助シート３３の一部（外方に張り出す部分３３ｆを含
む一部）が把持シートを構成するものである。
【００４６】
（第４実施形態）
　図８は、第４実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第４本保持物」という。
）４１を示す図であり、詳細には、図８（ａ）は第４本保持物４１を剥離シート本体４０
１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては図１（ａ）と同
様の方向から見ている）、図８（ｂ）は図８（ａ）のＢ－Ｂ断面図であり、図８（ｃ）は
図８（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図８を参照して、第４本保持物４１について説明する
。
　第４本保持物４１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シート
複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を境界
線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート４３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００４７】
　補助シート４３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図示
及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面４３ｂが表面４０２
の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付けられ
ている。
　補助シート４３の表面４３ａ及び裏面４３ｂのいずれも、一対の対辺４３ｃａ、４３ｃ
ｂ（ここでは長辺）と、一対の対辺４３ｃｃ、４３ｃｄ（ここでは短辺）と、を有する略
長方形をなし、辺４３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。
　補助シート４３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面
に沿った状態。図８（ａ））から見て、辺４３ｃｂが基準線分４２１に沿うと共に（図示
及び理解を容易にするため、辺４３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示し
ている。）、辺４３ｃｃが辺４０１ｃに略平行かつ辺４３ｃｄが辺４０１ｄに略平行にな
るように小領域４３１に取り付けられている。そして、補助シート４３は、辺４３ｃａ、
４３ｃｂが辺４０１ａ、４０１ｂよりも長くされており、剥離シート本体４０１の表面４
０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状態。図８（ａ））から見ると、辺４３ｃｃ
が辺４０１ｃよりも外方にはみ出すと共に辺４３ｃｄが辺４０１ｄよりも外方にはみ出す
ように配置されている。また、補助シート４３は、辺４３ｃｃ、４３ｃｄが小領域４３１
の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の寸法）よりも大
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きくされているので、辺４０１ａから外方に張り出している。このように補助シート４３
は、辺４０１ｃ、辺４０１ａそして辺４０１ｄより外方にはみ出しており、このはみ出し
た外方に張り出す部分４３ｆ（図８（ａ）中、辺４３ｃｃ、４３ｃａ、４３ｃｄと辺４０
１ｃ、４０１ａ、４０１ｄとの間の補助シート４３の部分）を有している。
【００４８】
　かかる第４本保持物４１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と同様
、貼着者が指で外方に張り出す部分４３ｆを把持し、辺４３ｃｂを中心に補助シート４３
を矢印Ｖ方向（図８（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、補助シート
４３の裏面４３ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１を辺４３ｃｂが沿う
基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。このよ
うな剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１によ
り覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第４本保持物４１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
することができる。
【００４９】
　以上説明したように、第４本保持物４１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着する
透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着する
ための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シート
３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着された剥
離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０４に
対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート本体
４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４
３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた補助
シート４３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート４３とを含
んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部（
ここでは全部）である規定線分部分（ここでは辺４３ｃｂが基準線分４２１の全部に沿っ
ているので、辺４３ｃｂが沿っている基準線分４２１の全部）に沿った剥離シートの曲げ
強度（この曲げは、補助シート４３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる）より
も、少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）における規定線分部分（基準線分４２
１のうち辺４３ｃｂが沿っている全部）に平行な線分に沿った剥離シートの曲げ強度（こ
の曲げは、補助シート４３と剥離シート本体４０１との両方を曲げるので、補助シート４
３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力を要する）を補助シ
ート４３が高めるものである、保護シート保持物である。
【００５０】
　第４本保持物４１においては、補助シート４３が、規定線分部分（基準線分４２１のう
ち辺４３ｃｂが沿っている全部）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺４３ｃｂ）を
有するものである。
　第４本保持物４１においては、補助シート４３が、第２領域（ここでは大領域４３２）
に取り付けられていないものである。
　第４本保持物４１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１ｂ、
４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分４３ｆ
）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここでは補
助シート４３のうち、外方に張り出す部分４３ｆを含む一部が構成する）を有するもので
ある。
　第４本保持物４１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分４３ｆ）が、基
準線分４２１に対し垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０１
ａ）から外方に張り出すものである。
　第４本保持物４１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分４３ｆ）が、基
準線分４２１に対して平行方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０
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１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出すものである。
　第４本保持物４１においては、補助シート４３の一部（外方に張り出す部分４３ｆを含
む一部）が把持シートを構成するものである。
【００５１】
（第５実施形態）
　図９は、第５実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第５本保持物」という。
）５１を示す図であり、詳細には、図９（ａ）は第５本保持物５１を剥離シート本体４０
１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては図１（ａ）と同
様の方向から見ている）、図９（ｂ）は図９（ａ）のＢ－Ｂ断面図であり、図９（ｃ）は
図９（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図９を参照して、第５本保持物５１について説明する
。
　第５本保持物５１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シート
複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を境界
線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート５３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００５２】
　補助シート５３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図示
及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面５３ｂが表面４０２
の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付けられ
ている。
　補助シート５３の表面５３ａ及び裏面５３ｂのいずれも、一対の対辺５３ｃａ、５３ｃ
ｂ（ここでは長辺）と、一対の対辺５３ｃｃ、５３ｃｄ（ここでは短辺）と、を有する略
長方形をなし、辺５３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。
　補助シート５３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面
に沿った状態。図９（ａ））から見て、辺５３ｃｂが基準線分４２１に沿うと共に（図示
及び理解を容易にするため、辺５３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示し
ている。）、辺５３ｃｃが辺４０１ｃに略平行かつ辺５３ｃｄが辺４０１ｄに略平行にな
るように小領域４３１に取り付けられている。そして、補助シート５３は、辺５３ｃａ、
５３ｃｂが辺４０１ａ、４０１ｂよりも長くされており、剥離シート本体４０１の表面４
０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状態。図９（ａ））から見ると、辺５３ｃｃ
が辺４０１ｃよりも外方にはみ出すように配置されている（辺５３ｃｄは辺４０１ｄより
も辺４０１ｃ側に存している。）。また、補助シート５３は、辺５３ｃｃ、５３ｃｄが小
領域４３１の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の寸法
）よりも大きくされているので、辺４０１ａから外方に張り出している。このように補助
シート５３は、辺４０１ｃ及び辺４０１ａより外方にはみ出しており、このはみ出した外
方に張り出す部分５３ｆ（図９（ａ）中、辺５３ｃｃ、５３ｃａと辺４０１ｃ、４０１ａ
との間の補助シート５３の部分）を有している。
【００５３】
 かかる第５本保持物５１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と同様
、貼着者が指で外方に張り出す部分５３ｆを把持し、辺５３ｃｂを中心に補助シート５３
を矢印Ｖ方向（図９（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、補助シート
５３の裏面５３ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１を辺５３ｃｂが沿う
基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。このよ
うな剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１によ
り覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第５本保持物５１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
することができる。
【００５４】



(18) JP 3169203 U 2011.7.21

10

20

30

40

50

　以上説明したように、第５本保持物５１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着する
透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着する
ための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シート
３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着された剥
離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０４に
対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート本体
４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４
３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた補助
シート５３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート５３とを含
んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部で
ある規定線分部分（ここでは基準線分４２１のうち辺５３ｃｂが沿っている部分）に沿っ
た剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート５３を含まない剥離シート本体４０１
のみを曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）における規定線分
部分（基準線分４２１のうち辺５３ｃｂが沿っている一部）に平行な線分に沿った剥離シ
ートの曲げ強度（この曲げは、補助シート５３と剥離シート本体４０１との両方を曲げる
ので、補助シート５３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力
を要する）を補助シート５３が高めるものである、保護シート保持物である。
【００５５】
　第５本保持物５１においては、補助シート５３が、規定線分部分（基準線分４２１のう
ち辺５３ｃｂが沿っている一部）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺５３ｃｂ）を
有するものである。
　第５本保持物５１においては、補助シート５３が、第２領域（ここでは大領域４３２）
に取り付けられていないものである。
　第５本保持物５１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１ｂ、
４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分５３ｆ
）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここでは補
助シート５３のうち、外方に張り出す部分５３ｆを含む一部が構成する）を有するもので
ある。
　第５本保持物５１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分５３ｆ）が、基
準線分４２１に対し垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０１
ａ）から外方に張り出すものである。
　第５本保持物５１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分５３ｆ）が、基
準線分４２１に対して平行方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０
１ｃ）から外方に張り出すものである。
　第５本保持物５１においては、補助シート５３の一部（外方に張り出す部分５３ｆを含
む一部）が把持シートを構成するものである。
【００５６】
（第６実施形態）
　図１０は、第６実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第６本保持物」という
。）６１を示す図であり、詳細には、図１０（ａ）は第６本保持物６１を剥離シート本体
４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては図１（ａ）
と同様の方向から見ている）、図１０（ｂ）は図１０（ａ）のＢ－Ｂ断面図であり、図１
０（ｃ）は図１０（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図１０を参照して、第６本保持物６１に
ついて説明する。
　第６本保持物６１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シート
複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を境界
線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート６３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００５７】
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　補助シート６３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図示
及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面６３ｂが表面４０２
の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付けられ
ている。
　補助シート６３の表面６３ａ及び裏面６３ｂのいずれも、一対の対辺６３ｃａ、６３ｃ
ｂ（ここでは長辺）と、一対の対辺６３ｃｃ、６３ｃｄ（ここでは短辺）と、を有する略
長方形をなし、辺６３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。
　補助シート６３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面
に沿った状態。図１０（ａ））から見て、辺６３ｃｂが基準線分４２１に沿うと共に（図
示及び理解を容易にするため、辺６３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示
している。）、辺６３ｃｃが辺４０１ｃに略平行かつ辺６３ｃｄが辺４０１ｄに略平行に
なるように小領域４３１に取り付けられている。そして、補助シート６３は、辺６３ｃａ
、６３ｃｂが辺４０１ａ、４０１ｂよりも長くされており、剥離シート本体４０１の表面
４０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状態。図１０（ａ））から見ると、辺６３
ｃｃが辺４０１ｃよりも外方にはみ出すと共に辺６３ｃｄが辺４０１ｄよりも外方にはみ
出すように配置されている。また、補助シート６３は、辺６３ｃｃ、６３ｃｄが小領域４
３１の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の寸法）と略
同じにされているので、辺６３ｃａは辺４０１ａと略重なっている。このように補助シー
ト６３は、辺４０１ｃそして辺４０１ｄより外方にはみ出しており、このはみ出した外方
に張り出す部分６３ｆ（図１０（ａ）中、辺６３ｃｃと辺４０１ｃとの間の部分と、辺６
３ｃｄと辺４０１ｄとの間の部分と、の２つの部分からなる）を有している。
【００５８】
　かかる第６本保持物６１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と同様
、貼着者が指で外方に張り出す部分６３ｆを把持し、辺６３ｃｂを中心に補助シート６３
を矢印Ｖ方向（図１０（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、補助シー
ト６３の裏面６３ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１を辺６３ｃｂが沿
う基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。この
ような剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１に
より覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第６本保持物６１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
することができる。
【００５９】
　以上説明したように、第６本保持物６１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着する
透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着する
ための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シート
３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着された剥
離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０４に
対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート本体
４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４
３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた補助
シート６３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート６３とを含
んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部（
ここでは全部）である規定線分部分（ここでは辺６３ｃｂが基準線分４２１の全部に沿っ
ているので、辺６３ｃｂが沿っている基準線分４２１の全部）に沿った剥離シートの曲げ
強度（この曲げは、補助シート６３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる）より
も、少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）における規定線分部分（基準線分４２
１のうち辺６３ｃｂが沿っている全部）に平行な線分に沿った剥離シートの曲げ強度（こ
の曲げは、補助シート６３と剥離シート本体４０１との両方を曲げるので、補助シート６
３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力を要する）を補助シ
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ート６３が高めるものである、保護シート保持物である。
【００６０】
　第６本保持物６１においては、補助シート６３が、規定線分部分（基準線分４２１のう
ち辺６３ｃｂが沿っている全部）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺６３ｃｂ）を
有するものである。
　第６本保持物６１においては、補助シート６３が、第２領域（ここでは大領域４３２）
に取り付けられていないものである。
　第６本保持物６１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１ｂ、
４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分６３ｆ
）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここでは補
助シート６３のうち、外方に張り出す部分６３ｆを含む一部が構成する）を有するもので
ある。
　第６本保持物６１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分６３ｆ）が、基
準線分４２１に対して平行方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０
１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出すものである。
　第６本保持物６１においては、補助シート６３の一部（外方に張り出す部分６３ｆを含
む一部）が把持シートを構成するものである。
【００６１】
（第７実施形態）
　図１１は、第７実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第７本保持物」という
。）７１を示す図であり、詳細には、図１１（ａ）は第７本保持物７１を剥離シート本体
４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては図１（ａ）
と同様の方向から見ている）、図１１（ｂ）は図１１（ａ）のＢ－Ｂ断面図であり、図１
１（ｃ）は図１１（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図１１を参照して、第７本保持物７１に
ついて説明する。
　第７本保持物７１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シート
複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を境界
線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート７３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００６２】
　補助シート７３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図示
及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面７３ｂが表面４０２
の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付けられ
ている。
　補助シート７３の表面７３ａ及び裏面７３ｂのいずれも、一対の対辺７３ｃａ、７３ｃ
ｂ（ここでは長辺）と、一対の対辺７３ｃｃ、７３ｃｄ（ここでは短辺）と、を有する略
長方形をなし、辺７３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。
　補助シート７３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面
に沿った状態。図１１（ａ））から見て、辺７３ｃｂが基準線分４２１に沿うと共に（図
示及び理解を容易にするため、辺７３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示
している。）、辺７３ｃｃが辺４０１ｃに略平行かつ辺７３ｃｄが辺４０１ｄに略平行に
なるように小領域４３１に取り付けられている。そして、補助シート７３は、辺７３ｃａ
、７３ｃｂが辺４０１ａ、４０１ｂよりも長くされており、剥離シート本体４０１の表面
４０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状態。図１１（ａ））から見ると、辺７３
ｃｃが辺４０１ｃよりも外方にはみ出すように配置されている（辺７３ｃｄは辺４０１ｄ
よりも辺４０１ｃ側に存している。）。また、補助シート７３は、辺７３ｃｃ、７３ｃｄ
が小領域４３１の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の
寸法）と略同じにされているので、辺７３ｃａは辺４０１ａと略重なっている。このよう
に補助シート７３は、辺４０１ｃより外方にはみ出しており、このはみ出した外方に張り
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出す部分７３ｆ（図１１（ａ）中、辺７３ｃｃと辺４０１ｃとの間の部分）を有している
。
【００６３】
　かかる第７本保持物７１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と同様
、貼着者が指で外方に張り出す部分７３ｆを把持し、辺７３ｃｂを中心に補助シート７３
を矢印Ｖ方向（図１１（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、補助シー
ト７３の裏面７３ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１を辺７３ｃｂが沿
う基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。この
ような剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１に
より覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第７本保持物７１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
することができる。
【００６４】
　以上説明したように、第７本保持物７１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着する
透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着する
ための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シート
３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着された剥
離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０４に
対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート本体
４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４
３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた補助
シート７３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート７３とを含
んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部で
ある規定線分部分（ここでは基準線分４２１のうち辺７３ｃｂが沿っている部分）に沿っ
た剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート７３を含まない剥離シート本体４０１
のみを曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）における規定線分
部分（基準線分４２１のうち辺７３ｃｂが沿っている一部）に平行な線分に沿った剥離シ
ートの曲げ強度（この曲げは、補助シート７３と剥離シート本体４０１との両方を曲げる
ので、補助シート７３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力
を要する）を補助シート７３が高めるものである、保護シート保持物である。
【００６５】
　第７本保持物７１においては、補助シート７３が、規定線分部分（基準線分４２１のう
ち辺７３ｃｂが沿っている一部）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺７３ｃｂ）を
有するものである。
　第７本保持物７１においては、補助シート７３が、第２領域（ここでは大領域４３２）
に取り付けられていないものである。
　第７本保持物７１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１ｂ、
４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分７３ｆ
）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここでは補
助シート７３のうち、外方に張り出す部分７３ｆを含む一部が構成する）を有するもので
ある。
　第７本保持物７１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分７３ｆ）が、基
準線分４２１に対して平行方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０
１ｃ）から外方に張り出すものである。
　第７本保持物７１においては、補助シート７３の一部（外方に張り出す部分７３ｆを含
む一部）が把持シートを構成するものである。
【００６６】
（第８実施形態）
　図１２は、第８実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第８本保持物」という
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。）８１を示す図であり、詳細には、図１２（ａ）は第８本保持物８１を剥離シート本体
４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては図１（ａ）
と同様の方向から見ている）、図１２（ｂ）は図１２（ａ）のＢ－Ｂ断面図であり、図１
２（ｃ）は図１２（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図１２を参照して、第８本保持物８１に
ついて説明する。
　第８本保持物８１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シート
複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を境界
線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート８３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００６７】
　補助シート８３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図示
及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面８３ｂが表面４０２
の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付けられ
ている。
　補助シート８３の表面８３ａ及び裏面８３ｂのいずれも、一対の対辺８３ｃａ、８３ｃ
ｂ（ここでは長辺）と、一対の対辺８３ｃｃ、８３ｃｄ（ここでは短辺）と、を有する略
長方形をなし、辺８３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。
　補助シート８３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面
に沿った状態。図１２（ａ））から見て、辺８３ｃｂが基準線分４２１に沿うと共に（図
示及び理解を容易にするため、辺８３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示
している。）、辺８３ｃｃが辺４０１ｃに略平行かつ辺８３ｃｄが辺４０１ｄに略平行に
なるように小領域４３１に取り付けられている。そして、補助シート８３は、辺８３ｃａ
、８３ｃｂが辺４０１ａ、４０１ｂよりも長くされており、剥離シート本体４０１の表面
４０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状態。図１２（ａ））から見ると、辺８３
ｃｃが辺４０１ｃよりも外方にはみ出すように配置されている（辺８３ｃｄは辺４０１ｄ
よりも辺４０１ｃ側に存している。）。また、補助シート８３は、辺８３ｃｃ、８３ｃｄ
が小領域４３１の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の
寸法）よりも小さくされているので、辺８３ｃａは辺４０１ａよりも基準線分４２１側に
存している。このように補助シート８３は、辺４０１ｃより外方にはみ出しており、この
はみ出した外方に張り出す部分８３ｆ（図１２（ａ）中、辺８３ｃｃと辺４０１ｃとの間
の部分）を有している。
【００６８】
　かかる第８本保持物８１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と同様
、貼着者が指で外方に張り出す部分８３ｆを把持し、辺８３ｃｂを中心に補助シート８３
を矢印Ｖ方向（図１２（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、補助シー
ト８３の裏面８３ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１を辺８３ｃｂが沿
う基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。この
ような剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１に
より覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第８本保持物８１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
することができる。
【００６９】
　以上説明したように、第８本保持物８１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着する
透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着する
ための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シート
３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着された剥
離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０４に
対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート本体
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４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４
３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた補助
シート８３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート８３とを含
んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部で
ある規定線分部分（ここでは基準線分４２１のうち辺８３ｃｂが沿っている部分）に沿っ
た剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート８３を含まない剥離シート本体４０１
のみを曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）における規定線分
部分（基準線分４２１のうち辺８３ｃｂが沿っている一部）に平行な線分に沿った剥離シ
ートの曲げ強度（この曲げは、補助シート８３と剥離シート本体４０１との両方を曲げる
ので、補助シート８３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力
を要する）を補助シート８３が高めるものである、保護シート保持物である。
【００７０】
　第８本保持物８１においては、補助シート８３が、規定線分部分（基準線分４２１のう
ち辺８３ｃｂが沿っている一部）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺８３ｃｂ）を
有するものである。
　第８本保持物８１においては、補助シート８３が、第２領域（ここでは大領域４３２）
に取り付けられていないものである。
　第８本保持物８１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１ｂ、
４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分８３ｆ
）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここでは補
助シート８３のうち、外方に張り出す部分８３ｆを含む一部が構成する）を有するもので
ある。
　第８本保持物８１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分８３ｆ）が、基
準線分４２１に対して平行方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０
１ｃ）から外方に張り出すものである。
　第８本保持物８１においては、補助シート８３の一部（外方に張り出す部分８３ｆを含
む一部）が把持シートを構成するものである。
【００７１】
（第９実施形態）
　図１３は、第９実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第９本保持物」という
。）９１を示す図であり、詳細には、図１３（ａ）は第９本保持物９１を剥離シート本体
４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては図１（ａ）
と同様の方向から見ている）、図１３（ｂ）は図１３（ａ）のＤ－Ｄ断面図であり、図１
３（ｃ）は図１３（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図１３を参照して、第９本保持物９１に
ついて説明する。
　第９本保持物９１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シート
複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を境界
線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート９３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００７２】
　補助シート９３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図示
及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面９３ｂが表面４０２
の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付けられ
ている。
　補助シート９３は、表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状態。図１３（
ａ））から見て、基準線分４２１に沿った横短冊状部分９３ｐと、横短冊状部分９３ｐに
対して略直角方向（基準線分４２１に対して略垂直方向）に延びる縦短冊状部分９３ｑと
、を一体に有してなり、全体ではアルファベットの「Ｌ」の字に似た形状を有している。
横短冊状部分９３ｐは基準線分４２１に沿った辺９３ｃｂを有し（図示及び理解を容易に
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するため、辺９３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示している）、縦短冊
状部分９３ｑは辺４０１ｃに沿った辺９３ｃｃを有しており、辺９３ｃｂと辺９３ｃｃと
は略直角に交わっている。縦短冊状部分９３ｑは、基端側が横短冊状部分９３ｐに連なる
と共に先端側が辺４０１ａから外方に張り出している。そして、補助シート９３の横短冊
状部分９３ｐ（辺９３ｃｂ）は辺４０１ａ、４０１ｂよりも短くされており横短冊状部分
９３ｐは辺４０１ｃ、４０１ｄの間に取り付けられており、縦短冊状部分９３ｑ（辺９３
ｃｃ）は小領域４３１の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４
３１の寸法）よりも大きくされているので、辺４０１ａから外方に張り出す部分９３ｆを
有している。
【００７３】
　かかる第９本保持物９１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と同様
、貼着者が指で外方に張り出す部分９３ｆを把持し、辺９３ｃｂを中心に補助シート９３
を矢印Ｖ方向（図１３（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、補助シー
ト９３の裏面９３ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１を辺９３ｃｂが沿
う基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。この
ような剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１に
より覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第９本保持物９１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に貼着
することができる。
【００７４】
　以上説明したように、第９本保持物９１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着する
透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着する
ための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シート
３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着された剥
離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０４に
対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート本体
４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４
３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた補助
シート９３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート９３とを含
んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部で
ある規定線分部分（ここでは基準線分４２１のうち辺９３ｃｂが沿っている部分）に沿っ
た剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート９３を含まない剥離シート本体４０１
のみを曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）における規定線分
部分（基準線分４２１のうち辺９３ｃｂが沿っている一部）に平行な線分に沿った剥離シ
ートの曲げ強度（この曲げは、補助シート９３と剥離シート本体４０１との両方を曲げる
ので、補助シート９３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力
を要する）を補助シート９３が高めるものである、保護シート保持物である。
【００７５】
　第９本保持物９１においては、補助シート９３が、規定線分部分（基準線分４２１のう
ち辺９３ｃｂが沿っている一部）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺９３ｃｂ）を
有するものである。
　第９本保持物９１においては、補助シート９３が、第２領域（ここでは大領域４３２）
に取り付けられていないものである。
　第９本保持物９１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１ｂ、
４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分９３ｆ
）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここでは補
助シート９３のうち、外方に張り出す部分９３ｆを含む一部が構成する）を有するもので
ある。
　第９本保持物９１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分９３ｆ）が、基
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準線分４２１に対して垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺４０
１ａ）から外方に張り出すものである。
　第９本保持物９１においては、補助シート９３の一部（外方に張り出す部分９３ｆを含
む一部）が把持シートを構成するものである。
【００７６】
（第１０実施形態）
　図１４は、第１０実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第１０本保持物」と
いう。）１０１を示す図であり、詳細には、図１４（ａ）は第１０本保持物１０１を剥離
シート本体４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては
図１（ａ）と同様の方向から見ている）、図１４（ｂ）は図１４（ａ）のＢ－Ｂ断面図で
あり、図１４（ｃ）は図１４（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図１４を参照して、第１０本
保持物１０１について説明する。
　第１０本保持物１０１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シ
ート複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を
境界線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート１０３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００７７】
　補助シート１０３は、３つの短冊状の単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃによっ
て構成されている。単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃいずれも透明な合成樹脂製
の薄膜状のフィルムにより形成されており（図示及び理解を容易にするため、実際よりも
厚く図示している。）、裏面１０３ａｂ、１０３ｂｂ、１０３ｃｂが表面４０２の小領域
４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付けられている。
単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃいずれも形状、厚み及び材質が同じものであり
、いずれの主表面も長方形状をなしている。
　そして、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状
態。図１４（ａ））から見て、単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃの主表面がなす
長方形の短辺１０３ｓが基準線分４２１に略平行になると共に（図示及び理解を容易にす
るため、短辺１０３ｓと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示している。）、基準
線分４２１に沿って単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃが略等間隔に取り付けられ
ている。そして、単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃの長辺は、小領域４３１の幅
Ｗ（図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の寸法）よりも大きく
されているので、単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃいずれも辺４０１ａから外方
に張り出す部分１０３ｆを有している。
【００７８】
　かかる第１０本保持物１０１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と
同様、貼着者が指で外方に張り出す部分１０３ｆを把持し（把持し作業しやすいように、
単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃの１又は２以上の単位シートの張り出す部分１
０３ｆを適宜選択して把持すればよい。）、単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃの
短辺１０３ｓを中心に単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃを矢印Ｖ方向（図１４（
ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、単位シート１０３ａ、１０３ｂ、
１０３ｃの裏面１０３ａｂ、１０３ｂｂ、１０３ｃｂが接着された剥離シート本体４０１
の小領域４３１を短辺１０３ｓが沿う基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表
面４０２側から見て谷折り）。このような剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿っ
て折り畳むことで、小領域４３１により覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第１０本保持物１０１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に
貼着することができる。
【００７９】
　以上説明したように、第１０本保持物１０１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着
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する透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着
するための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シ
ート３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着され
た剥離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０
４に対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート
本体４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領
域４３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた
補助シート１０３（単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃにより構成される）と、を
有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート１０３とを含んで剥離シート
は構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部である規定線分部
分（ここでは基準線分４２１のうち、単位シート１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃの３つの
短辺１０３ｓが沿っている部分）に沿った剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シー
ト１０３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる）よりも、少なくとも第１領域（
ここでは小領域４３１）における規定線分部分（基準線分４２１のうち短辺１０３ｓが沿
っている一部）に平行な線分に沿った剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート１
０３と剥離シート本体４０１との両方を曲げるので、補助シート１０３を含まない剥離シ
ート本体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力を要する）を補助シート１０３が高める
ものである、保護シート保持物である。
【００８０】
　第１０本保持物１０１においては、補助シート１０３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうち短辺１０３ｓが沿っている一部）に沿った縁部である規定縁部（ここでは短辺１
０３ｓ）を有するものである。
　第１０本保持物１０１においては、補助シート１０３が、第２領域（ここでは大領域４
３２）に取り付けられていないものである。
　第１０本保持物１０１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１
ｂ、４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分１
０３ｆ）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここ
では補助シート１０３のうち、外方に張り出す部分１０３ｆを含む一部が構成する）を有
するものである。
　第１０本保持物１０１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分１０３ｆ）
が、基準線分４２１に対して垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは
辺４０１ａ）から外方に張り出すものである。
　第１０本保持物１０１においては、補助シート１０３の一部（外方に張り出す部分１０
３ｆを含む一部）が把持シートを構成するものである。
【００８１】
（第１１実施形態）
　図１５は、第１１実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第１１本保持物」と
いう。）１１１を示す図であり、詳細には、図１５（ａ）は第１１本保持物１１１を剥離
シート本体４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては
図１（ａ）と同様の方向から見ている）、図１５（ｂ）は図１５（ａ）のＤ－Ｄ断面図で
あり、図１５（ｃ）は図１５（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図１５を参照して、第１１本
保持物１１１について説明する。
　第１１本保持物１１１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シ
ート複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を
境界線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート１１３及び把持シート１１４と、
を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００８２】
　補助シート１１３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図
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示及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面１１３ｂが表面４
０２の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付け
られている。補助シート１１３は、表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状
態。図１５（ａ））から見て、基準線分４２１に沿った細長い短冊（細長い長方形）の形
状を有しており、詳細には、基準線分４２１に沿った辺１１３ｃｂを有している（図示及
び理解を容易にするため、辺１１３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示し
ている）。補助シート１１３の長手方向（基準線分４２１に沿った寸法）は辺４０１ａ、
４０１ｂよりも短くされており補助シート１１３は辺４０１ｃ、４０１ｄの間に取り付け
られている。
　把持シート１１４は、補助シート１１３と同様の透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルム
により形成されており（図示及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。
）、裏面１１４ｂが表面４０２の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１
の小領域４３１に取り付けられている。把持シート１１４は、表面４０２に垂直方向（表
面４０２が平面に沿った状態。図１５（ａ））から見て、短辺が基準線分４２１と略平行
になるように基端側が表面４０２に取り付けられた長方形状の主表面を有しており、長辺
方向の先端側が辺４０１ａから外方に張り出している。このため把持シート１１４は、辺
４０１ａから外方に張り出す部分１１４ｆを有している。
【００８３】
　かかる第１１本保持物１１１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と
同様、貼着者が指で外方に張り出す部分１１４ｆを把持し把持シート１１４に力を加える
ことで、把持シート１１４の裏面１１４ｂが接着された剥離シート本体４０１を経て補助
シート１１３に力を加え、辺１１３ｃｂを中心に補助シート１１３を矢印Ｖ方向（図１５
（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、補助シート１１３の裏面１１３
ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１を辺１１３ｃｂが沿う基準線分４２
１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。このような剥離シー
ト本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１により覆われてい
た貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第１１本保持物１１１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に
貼着することができる。
【００８４】
　以上説明したように、第１１本保持物１１１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着
する透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着
するための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シ
ート３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着され
た剥離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０
４に対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート
本体４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領
域４３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた
補助シート１１３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート１１
３とを含んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくと
も一部である規定線分部分（ここでは基準線分４２１のうち、補助シート１１３の辺１１
３ｃｂが沿っている部分）に沿った剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート１１
３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここで
は小領域４３１）における規定線分部分（基準線分４２１のうち辺１１３ｃｂが沿ってい
る一部）に平行な線分に沿った剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート１１３と
剥離シート本体４０１との両方を曲げるので、補助シート１１３を含まない剥離シート本
体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力を要する）を補助シート１１３が高めるもので
ある、保護シート保持物である。
【００８５】
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　第１１本保持物１１１においては、補助シート１１３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうち辺１１３ｃｂが沿っている一部）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺１１
３ｃｂ）を有するものである。
　第１１本保持物１１１においては、補助シート１１３が、第２領域（ここでは大領域４
３２）に取り付けられていないものである。
　第１１本保持物１１１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１
ｂ、４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分１
１４ｆ）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート１１４
を有するものである。
　第１１本保持物１１１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分１１４ｆ）
が、基準線分４２１に対して垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは
辺４０１ａ）から外方に張り出すものである。
【００８６】
（第１２実施形態）
　図１６は、第１２実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第１２本保持物」と
いう。）１２１を示す図であり、詳細には、図１６（ａ）は第１２本保持物１２１を剥離
シート本体４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては
図１（ａ）と同様の方向から見ている）、図１６（ｂ）は図１６（ａ）のＢ－Ｂ断面図で
あり、図１６（ｃ）は図１６（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図１６を参照して、第１２本
保持物１２１について説明する。
　第１２本保持物１２１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シ
ート複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を
境界線とする小領域４３１に取り付けられた補助シート１２３及び把持シート１２４ａ、
１２４ｂと、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００８７】
　補助シート１２３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図
示及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面１２３ｂが表面４
０２の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４０１の小領域４３１に取り付け
られている。補助シート１２３は、表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状
態。図１６（ａ））から見て、基準線分４２１に沿った細長い短冊（細長い長方形）の形
状を有しており、詳細には、基準線分４２１に沿った辺１２３ｃｂを有している（図示及
び理解を容易にするため、辺１２３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示し
ている）。補助シート１２３の長手方向（基準線分４２１に沿った寸法）は辺４０１ａ、
４０１ｂよりも短くされており補助シート１２３は辺４０１ｃ、４０１ｄの間に取り付け
られている。
　把持シート１２４ａ、１２４ｂは、補助シート１２３と同様の透明な合成樹脂製の薄膜
状のフィルムにより形成されており（図示及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図
示している。）、裏面が表面４０２の小領域４３１に接着されることで剥離シート本体４
０１の小領域４３１に取り付けられている。把持シート１２４ａ、１２４ｂいずれも形状
、厚み及び材質が同じものであり、いずれの主表面も長方形状をなしている。把持シート
１２４ａ、１２４ｂは、表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状態。図１６
（ａ））から見て、短辺が基準線分４２１と略平行になるように基端側が表面４０２に取
り付けられた長方形状の主表面を有しており、長辺方向の先端側が辺４０１ａから外方に
張り出している。このため把持シート１２４ａ、１２４ｂいずれも辺４０１ａから外方に
張り出す部分１２４ｆを有している。
【００８８】
　かかる第１２本保持物１２１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と
同様、貼着者が指で外方に張り出す部分１２４ｆを把持し把持シート１２４ａ、１２４ｂ
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に力を加えることで、把持シート１２４ａ、１２４ｂの裏面が接着された剥離シート本体
４０１を経て補助シート１２３に力を加え、辺１２３ｃｂを中心に補助シート１２３を矢
印Ｖ方向（図１６（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、補助シート１
２３の裏面１２３ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域４３１を辺１２３ｃｂが
沿う基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。こ
のように剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１
により覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第１２本保持物１２１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に
貼着することができる。
【００８９】
　以上説明したように、第１２本保持物１２１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着
する透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着
するための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シ
ート３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着され
た剥離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０
４に対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート
本体４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領
域４３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは小領域４３１）に取り付けられた
補助シート１２３と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート１２
３とを含んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくと
も一部である規定線分部分（ここでは基準線分４２１のうち、補助シート１２３の辺１２
３ｃｂが沿っている部分）に沿った剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート１２
３を含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここで
は小領域４３１）における規定線分部分（基準線分４２１のうち辺１２３ｃｂが沿ってい
る一部）に平行な線分に沿った剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シート１２３と
剥離シート本体４０１との両方を曲げるので、補助シート１２３を含まない剥離シート本
体４０１のみを曲げる場合に比し大きな力を要する）を補助シート１２３が高めるもので
ある、保護シート保持物である。
【００９０】
　第１２本保持物１２１においては、補助シート１２３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうち辺１２３ｃｂが沿っている一部）に沿った縁部である規定縁部（ここでは辺１２
３ｃｂ）を有するものである。
　第１２本保持物１２１においては、補助シート１２３が、第２領域（ここでは大領域４
３２）に取り付けられていないものである。
　第１２本保持物１２１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１
ｂ、４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分１
２４ｆ）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート１２４
ａ、１２４ｂを有するものである。
　第１２本保持物１２１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分１２４ｆ）
が、基準線分４２１に対して垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは
辺４０１ａ）から外方に張り出すものである。
【００９１】
（第１３実施形態）
　図１７は、第１３実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第１３本保持物」と
いう。）１３１を示す図であり、詳細には、図１７（ａ）は第１３本保持物１３１を剥離
シート本体４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては
図１（ａ）と同様の方向から見ている）、図１７（ｂ）は図１７（ａ）のＤ－Ｄ断面図で
あり、図１７（ｃ）は図１７（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図１７を参照して、第１３本
保持物１３１について説明する。
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　第１３本保持物１３１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シ
ート複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を
境界線とする大領域４３２に取り付けられた第１補助シート１３３と、シート複合体５０
１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２のうち基準線分４２１を境界線とする小
領域４３１に取り付けられた第２補助シート１３４と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００９２】
　第１補助シート１３３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており
（図示及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面１３３ｂが表
面４０２の大領域４３２に接着されることで剥離シート本体４０１に取り付けられている
。第１補助シート１３３は、表面４０２に垂直方向（表面４０２が平面に沿った状態。図
１７（ａ））から見て、基準線分４２１に沿った細長い短冊（細長い長方形）の形状を有
しており、詳細には、基準線分４２１に沿った辺１３３ｃｂを有している（図示及び理解
を容易にするため、辺１３３ｃｂと基準線分４２１との間を実際よりも広く図示している
）。第１補助シート１３３の長手方向（基準線分４２１に沿った寸法）は辺４０１ａ、４
０１ｂよりも短くされており第１補助シート１３３は辺４０１ｃ、４０１ｄの間に取り付
けられている。
　第２補助シート１３４は、第１補助シート１３３と同様の透明な合成樹脂製の薄膜状の
フィルムにより形成されており（図示及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示し
ている。）、裏面１３４ｂが表面４０２の小領域４３１に接着されることで剥離シート本
体４０１に取り付けられている。第２補助シート１３４は、表面４０２に垂直方向（表面
４０２が平面に沿った状態。図１７（ａ））から見て、短辺１３４ｓが基準線分４２１と
略平行になるように基端側が表面４０２に取り付けられた長方形状の主表面を有しており
、長辺方向の先端側が辺４０１ａから外方に張り出している。このため第２補助シート１
３４は、辺４０１ａから外方に張り出す部分１３４ｆを有している。
【００９３】
　かかる第１３本保持物１３１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と
同様、貼着者が指で外方に張り出す部分１３４ｆを把持し第２補助シート１３４に力を加
えることで、第２補助シート１３４の裏面１３４ｂが接着された剥離シート本体４０１の
小領域４３１を貼着面３０３から剥がす方向に力を加えることができる。このとき第１補
助シート１３３に貼着面３０３方向に力を加える（第１補助シート１３３が取り付けられ
た剥離シート本体４０１が貼着面３０３から剥がれないように押さえる）ことで、辺１３
３ｃｂを中心に剥離シート本体４０１を矢印Ｖ方向に回動させることで（第１ステップＳ
１）、第２補助シート１３４の裏面１３４ｂが接着された剥離シート本体４０１の小領域
４３１を辺１３３ｃｂが沿う基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２
側から見て谷折り）。このように剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳
むことで、小領域４３１により覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第１３本保持物１３１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に
貼着することができる。
【００９４】
　以上説明したように、第１３本保持物１３１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着
する透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着
するための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シ
ート３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着され
た剥離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０
４に対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート
本体４０１の表面４０２を第１領域（ここでは大領域４３２）と第２領域（ここでは小領
域４３１）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは第１領域（ここでは大領域４３２
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）と第２領域（ここでは小領域４３１）との両領域）に取り付けられた補助シート（ここ
では第１補助シート１３３と第２補助シート１３４とを含んでなる）と、を有してなる剥
離シート（剥離シート本体４０１と補助シート（第１補助シート１３３と第２補助シート
１３４）とを含んで剥離シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少
なくとも一部である規定線分部分（ここでは基準線分４２１のうち、第１補助シート１３
３の辺１３３ｃｂが沿っている部分）に沿った剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助
シートを含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる）よりも、少なくとも第１領域（こ
こでは第１領域（ここでは大領域４３２）と第２領域（ここでは小領域４３１）との両領
域）における規定線分部分（基準線分４２１のうち辺１３３ｃｂが沿っている一部）に平
行な線分に沿った剥離シートの曲げ強度（この曲げは、補助シートと剥離シート本体４０
１との両方を曲げるので、補助シートを含まない剥離シート本体４０１のみを曲げる場合
に比し大きな力を要する）を補助シートが高めるものである、保護シート保持物である。
【００９５】
　第１３本保持物１３１においては、補助シート（第１補助シート１３３、第２補助シー
ト１３４）が、規定線分部分（基準線分４２１のうち辺１３３ｃｂが沿っている一部）に
沿った縁部である規定縁部（ここでは辺１３３ｃｂ）を有する。
　第１３本保持物１３１においては、補助シート（第１補助シート１３３、第２補助シー
ト１３４）が、第１領域（ここでは大領域４３２）にて規定縁部（ここでは辺１３３ｃｂ
）が規定線分部分（基準線分４２１のうち辺１３３ｃｂが沿っている一部）に沿う第１部
分（第１補助シート１３３）と、第２領域（ここでは小領域４３１）にて規定縁部（ここ
では第２補助シート１３４の短辺１３４ｓ）が規定線分部分に沿う第２部分（第２補助シ
ート１３４）と、を含んでなり、第１部分（第１補助シート１３３）と第２部分（第２補
助シート１３４）とが規定線分部分に沿った分断部Ｋを挟んで取り付けられるものである
。
　第１３本保持物１３１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１
ｂ、４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分１
３４ｆ）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここ
では第２補助シート１３４のうち、外方に張り出す部分１３４ｆを含む一部が構成する）
を有するものである。
　第１３本保持物１３１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分１３４ｆ）
が、基準線分４２１に対して垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは
辺４０１ａ）から外方に張り出すものである。
　第１３本保持物１３１においては、補助シート（第１補助シート１３３、第２補助シー
ト１３４）の一部（外方に張り出す部分１３４ｆを含む第２補助シート１３４の一部）が
把持シートを構成するものである。
【００９６】
（第１４実施形態）
　図１８は、第１４実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第１４本保持物」と
いう。）１４１を示す図であり、詳細には、図１８（ａ）は第１４本保持物１４１を剥離
シート本体４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては
図１（ａ）と同様の方向から見ている）、図１８（ｂ）は図１８（ａ）のＢ－Ｂ断面図で
あり、図１８（ｃ）は図１８（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図１８を参照して、第１４本
保持物１４１について説明する。
　第１４本保持物１４１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シ
ート複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた補助シ
ート１４３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【００９７】
　補助シート１４３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図
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示及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面１４３ｂが表面４
０２に接着されることで剥離シート本体４０１に取り付けられている。
　補助シート１４３の表面１４３ａ及び裏面１４３ｂのいずれも、一対の対辺１４３ｃａ
、１４３ｃｂと、一対の対辺１４３ｃｃ、１４３ｃｄと、を有する略長方形をなし、辺１
４３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。そして、補助シー
ト１４３には、辺１４３ｃａ、１４３ｃｂに略平行に細長くスリット１４３ｈ（表面１４
３ａと裏面１４３ｂとの間を貫通）が形成されている（図示及び理解を容易にするため、
スリット１４３ｈの幅を実際よりも広く図示している。）。
　補助シート１４３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平
面に沿った状態。図１８（ａ））から見て、基準線分４２１（図示及び理解を容易にする
ため、スリット１４３ｈの近傍のみ描いている）に沿ってスリット１４３ｈが存在し（ス
リット１４３ｈの長手方向が基準線分４２１に略平行になっている）、辺１４３ｃｃが辺
４０１ｃに略平行かつ辺１４３ｃｄが辺４０１ｄに略平行になるように表面４０２に取り
付けられている。このため補助シート１４３は、スリット１４３ｈを境に一方（図１８（
ａ）中、上方）は小領域４３１に取り付けられると共に他方（図１８（ａ）中、下方）は
大領域４３２に取り付けられている。補助シート１４３は、辺１４３ｃａ、１４３ｃｂが
辺４０１ａ、４０１ｂよりも短くされており辺１４３ｃｃが辺４０１ｃよりも辺４０１ｄ
側に存すると共に辺１４３ｃｄが辺４０１ｄよりも辺４０１ｃ側に存する。また、補助シ
ート１４３は、スリット１４３ｈと辺１４３ｃａとの間の距離が、小領域４３１の幅Ｗ（
図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の寸法）よりも大きくされ
ているので、辺４０１ａから外方に張り出す部分１４３ｆ（図１８（ａ）中、辺１４３ｃ
ａと辺４０１ａとの間の補助シート１４３の部分）を有している。
【００９８】
　かかる第１４本保持物１４１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と
同様、大領域４３２に取り付けられた補助シート１４３の部分（図１８（ａ）中、下方側
）を押さえつつ、貼着者が指で外方に張り出す部分１４３ｆを把持し、小領域４３１に取
り付けられた補助シート１４３の部分（図１８（ａ）中、上方側）を基準線分４２１を中
心に矢印Ｖ方向（図１８（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、小領域
４３１に取り付けられた補助シート１４３の部分（図１８（ａ）中、上方側）が接着され
た剥離シート本体４０１の小領域４３１をスリット１４３ｈが沿う基準線分４２１に沿っ
て折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。このような剥離シート本体４
０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１により覆われていた貼着面
３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第１４本保持物１４１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に
貼着することができる。
【００９９】
　以上説明したように、第１４本保持物１４１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着
する透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着
するための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シ
ート３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着され
た剥離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０
４に対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート
本体４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領
域４３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは第１領域（ここでは小領域４３１
）と第２領域（ここでは大領域４３２）との両領域）に取り付けられた補助シート１４３
と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート１４３とを含んで剥離
シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部である規定
線分部分（ここでは基準線分４２１のうちスリット１４３ｈが沿っている部分）に沿った
剥離シートの曲げ強度（この曲げは、スリット１４３ｈが形成されている補助シート１４
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３の部分を曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここでは第１領域（ここでは小領域４
３１）と第２領域（ここでは大領域４３２）との両領域）における規定線分部分（基準線
分４２１のうちスリット１４３ｈが沿っている部分）に平行な線分に沿った剥離シートの
曲げ強度（この曲げは、スリット１４３ｈが形成されていない補助シート１４３の部分を
曲げるので、スリット１４３ｈが形成されている補助シート１４３の部分を曲げる場合に
比し大きな力を要する）を補助シート１４３が高めるものである、保護シート保持物であ
る。
【０１００】
　第１４本保持物１４１においては、補助シート１４３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちスリット１４３ｈが沿っている部分）に沿った縁部である規定縁部（ここではス
リット１４３ｈの内縁）を有するものである。
　第１４本保持物１４１においては、補助シート１４３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちスリット１４３ｈが沿っている部分）に跨るよう第１領域（ここでは小領域４３
１）と第２領域（ここでは大領域４３２）とに連続するものであり、規定線分部分（基準
線分４２１のうちスリット１４３ｈが沿っている部分）に沿った補助シート１４３の曲げ
強度が補助シート１４３の他の部分よりも曲げ強度が小さいものである。
　第１４本保持物１４１においては、補助シート１４３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちスリット１４３ｈが沿っている部分）に沿ったスリット部分（スリット１４３ｈ
）を有するものである。
　第１４本保持物１４１においては、スリット部分（スリット１４３ｈ）が、補助シート
１４３に形成された閉じた内縁により形成されるものである。
　第１４本保持物１４１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１
ｂ、４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分１
４３ｆ）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここ
では補助シート１４３のうち、外方に張り出す部分１４３ｆを含む一部が構成する）を有
するものである。
　第１４本保持物１４１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分１４３ｆ）
が、基準線分４２１に対し垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺
４０１ａ）から外方に張り出すものである。
　第１４本保持物１４１においては、補助シート１４３の一部（外方に張り出す部分１４
３ｆを含む一部）が把持シートを構成するものである。
【０１０１】
（第１５実施形態）
　図１９は、第１５実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第１５本保持物」と
いう。）１５１を示す図であり、詳細には、図１９（ａ）は第１５本保持物１５１を剥離
シート本体４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては
図１（ａ）と同様の方向から見ている）、図１９（ｂ）は図１９（ａ）のＢ－Ｂ断面図で
あり、図１９（ｃ）は図１９（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図１９を参照して、第１５本
保持物１５１について説明する。
　第１５本保持物１５１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シ
ート複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた補助シ
ート１５３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【０１０２】
　補助シート１５３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図
示及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面１５３ｂが表面４
０２に接着されることで剥離シート本体４０１に取り付けられている。
　補助シート１５３の表面１５３ａ及び裏面１５３ｂのいずれも、一対の対辺１５３ｃａ
、１５３ｃｂと、一対の対辺１５３ｃｃ、１５３ｃｄと、を有する略長方形をなし、辺１
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５３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。そして、補助シー
ト１５３には、辺１５３ｃａ、１５３ｃｂに略平行に３つの細長いスリット１５３ｈ１、
１５３ｈ２、１５３ｈ３（スリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３いずれも表面１
５３ａと裏面１５３ｂとの間を貫通）が形成されている（図示及び理解を容易にするため
、スリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３の幅を実際よりも広く図示している。）
。
　補助シート１５３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平
面に沿った状態。図１９（ａ））から見て、基準線分４２１（図示及び理解を容易にする
ため、スリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３の近傍のみ描いている）に沿って３
つの細長いスリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３が存在し（細長いスリット１５
３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３の長手方向が基準線分４２１に略平行になっている）、
辺１５３ｃｃが辺４０１ｃに略平行かつ辺１５３ｃｄが辺４０１ｄに略平行になるように
表面４０２に取り付けられている。このため補助シート１５３は、３つの細長いスリット
１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３を境に一方（図１９（ａ）中、上方）は小領域４３
１に取り付けられると共に他方（図１９（ａ）中、下方）は大領域４３２に取り付けられ
ている。補助シート１５３は、辺１５３ｃａ、１５３ｃｂが辺４０１ａ、４０１ｂよりも
短くされており辺１５３ｃｃが辺４０１ｃよりも辺４０１ｄ側に存すると共に辺１５３ｃ
ｄが辺４０１ｄよりも辺４０１ｃ側に存する。また、補助シート１５３は、スリット１５
３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３と辺１５３ｃａとの間の距離が、小領域４３１の幅Ｗ（
図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の寸法）よりも大きくされ
ているので、辺４０１ａから外方に張り出す部分１５３ｆ（図１９（ａ）中、辺１５３ｃ
ａと辺４０１ａとの間の補助シート１５３の部分）を有している。
【０１０３】
　かかる第１５本保持物１５１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と
同様、大領域４３２に取り付けられた補助シート１５３の部分（図１９（ａ）中、下方側
）を押さえつつ、貼着者が指で外方に張り出す部分１５３ｆを把持し、小領域４３１に取
り付けられた補助シート１５３の部分（図１９（ａ）中、上方側）を基準線分４２１を中
心に矢印Ｖ方向（図１９（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、小領域
４３１に取り付けられた補助シート１５３の部分（図１９（ａ）中、上方側）が接着され
た剥離シート本体４０１の小領域４３１をスリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３
が沿う基準線分４２１に沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。
このような剥離シート本体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３
１により覆われていた貼着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第１５本保持物１５１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に
貼着することができる。
【０１０４】
　以上説明したように、第１５本保持物１５１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着
する透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着
するための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シ
ート３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着され
た剥離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０
４に対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート
本体４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領
域４３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは第１領域（ここでは小領域４３１
）と第２領域（ここでは大領域４３２）との両領域）に取り付けられた補助シート１５３
と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート１５３とを含んで剥離
シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部である規定
線分部分（ここでは基準線分４２１のうちスリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３
が沿っている部分）に沿った剥離シートの曲げ強度（この曲げは、スリット１５３ｈ１、
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１５３ｈ２、１５３ｈ３が形成されている補助シート１５３の部分を曲げる）よりも、少
なくとも第１領域（ここでは第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大
領域４３２）との両領域）における規定線分部分（基準線分４２１のうちスリット１５３
ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３が沿っている部分）に平行な線分に沿った剥離シートの曲
げ強度（この曲げは、スリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３が形成されていない
補助シート１５３の部分を曲げるので、スリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３が
形成されている補助シート１５３の部分を曲げる場合に比し大きな力を要する）を補助シ
ート１５３が高めるものである、保護シート保持物である。
【０１０５】
　第１５本保持物１５１においては、補助シート１５３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちスリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３が沿っている部分）に沿った縁部
である規定縁部（ここではスリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３の内縁）を有す
るものである。
　第１５本保持物１５１においては、補助シート１５３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちスリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３が沿っている部分）に跨るよう第
１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４３２）とに連続するもの
であり、規定線分部分（基準線分４２１のうちスリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３
ｈ３が沿っている部分）に沿った補助シート１５３の曲げ強度が補助シート１５３の他の
部分よりも曲げ強度が小さいものである。
　第１５本保持物１５１においては、補助シート１５３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちスリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３が沿っている部分）に沿ったスリ
ット部分（スリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３）を有するものである。
　第１５本保持物１５１においては、スリット部分（スリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、
１５３ｈ３）が、補助シート１５３に形成された閉じた内縁により形成されるものである
。
　第１５本保持物１５１においては、スリット部分（スリット１５３ｈ１、１５３ｈ２、
１５３ｈ３）が、規定線分部分（基準線分４２１のうちスリット１５３ｈ１、１５３ｈ２
、１５３ｈ３が沿っている部分）に沿って複数（ここではスリット１５３ｈ１、１５３ｈ
２、１５３ｈ３の３個）形成されるものである。
【０１０６】
　第１５本保持物１５１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１
ｂ、４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分１
５３ｆ）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここ
では補助シート１５３のうち、外方に張り出す部分１５３ｆを含む一部が構成する）を有
するものである。
　第１５本保持物１５１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分１５３ｆ）
が、基準線分４２１に対し垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺
４０１ａ）から外方に張り出すものである。
　第１５本保持物１５１においては、補助シート１５３の一部（外方に張り出す部分１５
３ｆを含む一部）が把持シートを構成するものである。
【０１０７】
（第１６実施形態）
　図２０は、第１６実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第１６本保持物」と
いう。）１６１を示す図であり、詳細には、図２０（ａ）は第１６本保持物１６１を剥離
シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた補助シート１６３の表面１６３ａ側から
見たところを示し、図２０（ｂ）は図２０（ａ）のＢ－Ｂ断面図であり、図２０（ｃ）は
図２０（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図２０を参照して、第１６本保持物１６１について
説明する。
　第１６本保持物１６１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シ
ート複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた補助シ
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ート１６３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【０１０８】
　補助シート１６３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図
示及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面１６３ｂが表面４
０２に接着されることで剥離シート本体４０１に取り付けられている。
　補助シート１６３の表面１６３ａ及び裏面１６３ｂのいずれも、一対の対辺１６３ｃａ
、１６３ｃｂと、一対の対辺１６３ｃｃ、１６３ｃｄと、を有する略長方形をなし、該略
長方形の４の角部が丸められた形状を有している。そして、補助シート１６３には、辺１
６３ｃａ、１６３ｃｂに略平行に細長くスリット１６３ｈ（表面１６３ａと裏面１６３ｂ
との間を貫通）が形成されている（図示及び理解を容易にするため、スリット１６３ｈの
幅を実際よりも広く図示している。）。
　補助シート１６３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平
面に沿った状態。図２０（ａ））から見て、基準線分４２１（図示及び理解を容易にする
ため、スリット１６３ｈの近傍のみ描いている）に沿ってスリット１６３ｈが存在し（ス
リット１６３ｈの長手方向が基準線分４２１に略平行になっている）、辺１６３ｃｃが辺
４０１ｃに略重なり、辺１６３ｃｄが辺４０１ｄに略重なり、そして辺１６３ｃｂが辺４
０１ｂに略重なるように表面４０２に取り付けられている。このため補助シート１６３は
、スリット１６３ｈを境に一方（図２０（ａ）中、上方）は小領域４３１に取り付けられ
ると共に他方（図２０（ａ）中、下方）は大領域４３２に取り付けられている。補助シー
ト１６３は、辺１６３ｃａ、１６３ｃｂが辺４０１ａ、４０１ｂと略同じ長さにされてい
る。補助シート１６３は、スリット１６３ｈと辺１６３ｃａとの間の距離が、小領域４３
１の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平行な小領域４３１の寸法）よりも
大きくされているので、辺４０１ａから外方に張り出す部分１６３ｆ（図２０（ａ）中、
辺１６３ｃａと辺４０１ａとの間の補助シート１６３の部分）を有している。
【０１０９】
　かかる第１６本保持物１６１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と
同様、大領域４３２に取り付けられた補助シート１６３の部分（図２０（ａ）中、下方側
）を押さえつつ、貼着者が指で外方に張り出す部分１６３ｆを把持し、小領域４３１に取
り付けられた補助シート１６３の部分（図２０（ａ）中、上方側）を基準線分４２１を中
心に矢印Ｖ方向（図２０（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、小領域
４３１に取り付けられた補助シート１６３の部分（図２０（ａ）中、上方側）が接着され
た剥離シート本体４０１の小領域４３１をスリット１６３ｈが沿う基準線分４２１に沿っ
て折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。このような剥離シート本体４
０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１により覆われていた貼着面
３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第１６本保持物１６１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に
貼着することができる。
【０１１０】
　以上説明したように、第１６本保持物１６１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着
する透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着
するための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シ
ート３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着され
た剥離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０
４に対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート
本体４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領
域４３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは第１領域（ここでは小領域４３１
）と第２領域（ここでは大領域４３２）との両領域）に取り付けられた補助シート１６３
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と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート１６３とを含んで剥離
シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部である規定
線分部分（ここでは基準線分４２１のうちスリット１６３ｈが沿っている部分）に沿った
剥離シートの曲げ強度（この曲げは、スリット１６３ｈが形成されている補助シート１６
３の部分を曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここでは第１領域（ここでは小領域４
３１）と第２領域（ここでは大領域４３２）との両領域）における規定線分部分（基準線
分４２１のうちスリット１６３ｈが沿っている部分）に平行な線分に沿った剥離シートの
曲げ強度（この曲げは、スリット１６３ｈが形成されていない補助シート１６３の部分を
曲げるので、スリット１６３ｈが形成されている補助シート１６３の部分を曲げる場合に
比し大きな力を要する）を補助シート１６３が高めるものである、保護シート保持物であ
る。
【０１１１】
　第１６本保持物１６１においては、補助シート１６３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちスリット１６３ｈが沿っている部分）に沿った縁部である規定縁部（ここではス
リット１６３ｈの内縁）を有するものである。
　第１６本保持物１６１においては、補助シート１６３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちスリット１６３ｈが沿っている部分）に跨るよう第１領域（ここでは小領域４３
１）と第２領域（ここでは大領域４３２）とに連続するものであり、規定線分部分（基準
線分４２１のうちスリット１６３ｈが沿っている部分）に沿った補助シート１６３の曲げ
強度が補助シート１６３の他の部分よりも曲げ強度が小さいものである。
　第１６本保持物１６１においては、補助シート１６３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちスリット１６３ｈが沿っている部分）に沿ったスリット部分（スリット１６３ｈ
）を有するものである。
　第１６本保持物１６１においては、スリット部分（スリット１６３ｈ）が、補助シート
１６３に形成された閉じた内縁により形成されるものである。
　第１６本保持物１６１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１
ｂ、４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分１
６３ｆ）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここ
では補助シート１６３のうち、外方に張り出す部分１６３ｆを含む一部が構成する）を有
するものである。
　第１６本保持物１６１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分１６３ｆ）
が、基準線分４２１に対し垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺
４０１ａ）から外方に張り出すものである。
　第１６本保持物１６１においては、補助シート１６３の一部（外方に張り出す部分１６
３ｆを含む一部）が把持シートを構成するものである。
【０１１２】
（第１７実施形態）
　図２１は、第１７実施形態の本考案の保護シート保持物（以下、「第１７本保持物」と
いう。）１７１を示す図であり、詳細には、図２１（ａ）は第１７本保持物１７１を剥離
シート本体４０１の表面４０２側から見たところを示し（シート複合体５０１に関しては
図１（ａ）と同様の方向から見ている）、図２１（ｂ）は図２１（ａ）のＢ－Ｂ断面図で
あり、図２１（ｃ）は図２１（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。図２１を参照して、第１７本
保持物１７１について説明する。
　第１７本保持物１７１は、大まかには、図１に示し前述したシート複合体５０１と、シ
ート複合体５０１を構成する剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた補助シ
ート１７３と、を備えてなる。
　ここにシート複合体５０１については、図１を参照して既に説明したので、ここでは説
明を省略する。
【０１１３】
　補助シート１７３は、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルムにより形成されており（図
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示及び理解を容易にするため、実際よりも厚く図示している。）、裏面１７３ｂが表面４
０２に接着されることで剥離シート本体４０１に取り付けられている。
　補助シート１７３の表面１７３ａ及び裏面１７３ｂのいずれも、一対の対辺１７３ｃａ
、１７３ｃｂと、一対の対辺１７３ｃｃ、１７３ｃｄと、を有する略長方形をなし、辺１
７３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。そして、補助シー
ト１７３には、辺１７３ｃａ、１７３ｃｂに略平行にミシン目部分１７３ｍ（表面１７３
ａと裏面１７３ｂとの間を貫通）が形成されている。
　補助シート１７３は、剥離シート本体４０１の表面４０２に垂直方向（表面４０２が平
面に沿った状態。図２１（ａ））から見て、基準線分４２１（図示及び理解を容易にする
ため、ミシン目部分１７３ｍの近傍のみ描いている）に沿ってミシン目部分１７３ｍが存
在し（図示及び理解を容易にするため、図２１（ａ）においてはミシン目部分１７３ｍと
基準線分４２１との間が離れているが、実際はミシン目部分１７３ｍは基準線分４２１に
重なっている）、辺１７３ｃｃが辺４０１ｃに略平行かつ辺１７３ｃｄが辺４０１ｄに略
平行になるように表面４０２に取り付けられている。このため補助シート１７３は、ミシ
ン目部分１７３ｍを境に一方（図２１（ａ）中、上方）は小領域４３１に取り付けられる
と共に他方（図２１（ａ）中、下方）は大領域４３２に取り付けられている。補助シート
１７３は、辺１７３ｃａ、１７３ｃｂが辺４０１ａ、４０１ｂよりも短くされており辺１
７３ｃｃが辺４０１ｃよりも辺４０１ｄ側に存すると共に辺１７３ｃｄが辺４０１ｄより
も辺４０１ｃ側に存する。また、補助シート１７３は、ミシン目部分１７３ｍと辺１７３
ｃａとの間の距離が、小領域４３１の幅Ｗ（図１（ａ）参照。辺４０１ｃ、４０１ｄに平
行な小領域４３１の寸法）よりも大きくされているので、辺４０１ａから外方に張り出す
部分１７３ｆ（図２１（ａ）中、辺１７３ｃａと辺４０１ａとの間の補助シート１７３の
部分）を有している。
【０１１４】
　かかる第１７本保持物１７１は、図３に示した第１本保持物１１の第１ステップＳ１と
同様、大領域４３２に取り付けられた補助シート１７３の部分（図２１（ａ）中、下方側
）を押さえつつ、貼着者が指で外方に張り出す部分１７３ｆを把持し、小領域４３１に取
り付けられた補助シート１７３の部分（図２１（ａ）中、上方側）を基準線分４２１を中
心に矢印Ｖ方向（図２１（ｂ）参照）に回動させることで（第１ステップＳ１）、小領域
４３１に取り付けられた補助シート１７３の部分（図２１（ａ）中、上方側）が接着され
た剥離シート本体４０１の小領域４３１をミシン目部分１７３ｍが沿う基準線分４２１に
沿って折り畳むことができる（表面４０２側から見て谷折り）。このような剥離シート本
体４０１を基準線分４２１に沿って折り畳むことで、小領域４３１により覆われていた貼
着面３０３の一部が露出する。
　その後、図４及び図５に示した第１本保持物１１の第２ステップＳ２～第６ステップＳ
６と同様に第１７本保持物１７１の保護シート３０１を電子機器６０１の表示部６０３に
貼着することができる。
【０１１５】
　以上説明したように、第１７本保持物１７１は、電子機器６０１の表示部６０３に貼着
する透明な保護シート３０１を保持した保護シート保持物であって、表示部６０３に貼着
するための貼着面３０３が裏面（操作面３０９とは反対の面）に形成された透明な保護シ
ート３０１と、裏面４０４の少なくとも一部（ここでは全部）が貼着面３０３に貼着され
た剥離シート本体４０１と、貼着面３０３に貼着された剥離シート本体４０１の裏面４０
４に対応する剥離シート本体４０１の表面４０２を横断する基準線分４２１が剥離シート
本体４０１の表面４０２を第１領域（ここでは小領域４３１）と第２領域（ここでは大領
域４３２）とに分割する少なくとも第１領域（ここでは第１領域（ここでは小領域４３１
）と第２領域（ここでは大領域４３２）との両領域）に取り付けられた補助シート１７３
と、を有してなる剥離シート（剥離シート本体４０１と補助シート１７３とを含んで剥離
シートは構成される。）と、を備えてなり、基準線分４２１の少なくとも一部である規定
線分部分（ここでは基準線分４２１のうちミシン目部分１７３ｍが沿っている部分）に沿
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った剥離シートの曲げ強度（この曲げは、ミシン目部分１７３ｍが形成されている補助シ
ート１７３の部分を曲げる）よりも、少なくとも第１領域（ここでは第１領域（ここでは
小領域４３１）と第２領域（ここでは大領域４３２）との両領域）における規定線分部分
（基準線分４２１のうちミシン目部分１７３ｍが沿っている部分）に平行な線分に沿った
剥離シートの曲げ強度（この曲げは、ミシン目部分１７３ｍが形成されていない補助シー
ト１７３の部分を曲げるので、ミシン目部分１７３ｍが形成されている補助シート１７３
の部分を曲げる場合に比し大きな力を要する）を補助シート１７３が高めるものである、
保護シート保持物である。
【０１１６】
　第１７本保持物１７１においては、補助シート１７３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちミシン目部分１７３ｍが沿っている部分）に跨るよう第１領域（ここでは小領域
４３１）と第２領域（ここでは大領域４３２）とに連続するものであり、規定線分部分（
基準線分４２１のうちミシン目部分１７３ｍが沿っている部分）に沿った補助シート１７
３の曲げ強度が補助シート１７３の他の部分よりも曲げ強度が小さいものである。
　第１７本保持物１７１においては、補助シート１７３が、規定線分部分（基準線分４２
１のうちミシン目部分１７３ｍが沿っている部分）に沿ったミシン目部分１７３ｍを有す
るものである。また、ここではそうしていないが、補助シート１７３が、ミシン目部分１
７３ｍに替えて又はミシン目部分１７３ｍと一緒に、規定線分部分（基準線分４２１のう
ちミシン目部分１７３ｍが沿っている部分）に沿った薄肉部分（例えば、凹条）を有する
ようにしてもよい。
　第１７本保持物１７１においては、剥離シート本体４０１の外縁（辺４０１ａ、４０１
ｂ、４０１ｃ、４０１ｄ）から外方に張り出す把持部分（ここでは外方に張り出す部分１
７３ｆ）を有し、剥離シート本体４０１の表面４０２に取り付けられた把持シート（ここ
では補助シート１７３のうち、外方に張り出す部分１７３ｆを含む一部が構成する）を有
するものである。
　第１７本保持物１７１においては、把持部分（ここでは外方に張り出す部分１７３ｆ）
が、基準線分４２１に対し垂直方向に向かって剥離シート本体４０１の外縁（ここでは辺
４０１ａ）から外方に張り出すものである。
　第１７本保持物１７１においては、補助シート１７３の一部（外方に張り出す部分１７
３ｆを含む一部）が把持シートを構成するものである。
【０１１７】
　なお、上記した実施形態において補助シートは、透明な合成樹脂製の薄膜状のフィルム
により形成されたものを一例として挙げたが、これに限定されるものでないことは言うま
でもなく、透明か不透明かはいずれでもよく、色彩もどのようなものであってもよい。そ
して、材質も合成樹脂製フィルムに限定されるものではなく、天然樹脂製フィルムや紙等
としてもよい。さらに、補助シートの厚みも上述の使用方法に支障がない範囲であれば何
ら限定されるものではない。
　なお、上記した実施形態において補助シート（表面や裏面）の角部が丸められた形状を
有しているものもあるが（例えば、補助シート１３の表面１３ａ及び裏面１３ｂは、辺１
３ｃａの両端に形成される２の角部が丸められた形状を有している。）、該丸められた角
部を丸めずにとがった直角の角部としてもよく、また、上記した実施形態において丸めら
れていない角部を適宜丸めるようにしてよいことは勿論である。
【符号の説明】
【０１１８】
　　　１１　　　　　　　第１本保持物
　　　１３　　　　　　　補助シート
　　　１３ａ　　　　　　表面
　　　１３ｂ　　　　　　裏面
　　　１３ｃａ、１３ｃｂ、１３ｃｃ、１３ｃｄ　辺
　　　１３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
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　　　２１　　　　　　　第２本保持物
　　　２３　　　　　　　補助シート
　　　２３ａ　　　　　　表面
　　　２３ｂ　　　　　　裏面
　　　２３ｃａ、２３ｃｂ、２３ｃｃ、２３ｃｄ　辺
　　　２３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　　３１　　　　　　　第３本保持物
　　　３３　　　　　　　補助シート
　　　３３ａ　　　　　　表面
　　　３３ｂ　　　　　　裏面
　　　３３ｃａ、３３ｃｂ、３３ｃｃ、３３ｃｄ　辺
　　　３３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　　４１　　　　　　　第４本保持物
　　　４３　　　　　　　補助シート
　　　４３ａ　　　　　　表面
　　　４３ｂ　　　　　　裏面
　　　４３ｃａ、４３ｃｂ、４３ｃｃ、４３ｃｄ　辺
　　　４３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　　５１　　　　　　　第５本保持物
　　　５３　　　　　　　補助シート
　　　５３ａ　　　　　　表面
　　　５３ｂ　　　　　　裏面
　　　５３ｃａ、５３ｃｂ、５３ｃｃ、５３ｃｄ　辺
　　　５３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　　６１　　　　　　　第６本保持物
　　　６３　　　　　　　補助シート
　　　６３ａ　　　　　　表面
　　　６３ｂ　　　　　　裏面
　　　６３ｃａ、６３ｃｂ、６３ｃｃ、６３ｃｄ　辺
　　　６３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　　７１　　　　　　　第７本保持物
　　　７３　　　　　　　補助シート
　　　７３ａ　　　　　　表面
　　　７３ｂ　　　　　　裏面
　　　７３ｃａ、７３ｃｂ、７３ｃｃ、７３ｃｄ　辺
　　　７３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　　８１　　　　　　　第８本保持物
　　　８３　　　　　　　補助シート
　　　８３ａ　　　　　　表面
　　　８３ｂ　　　　　　裏面
　　　８３ｃａ、８３ｃｂ、８３ｃｃ、８３ｃｄ　辺
　　　８３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　　９１　　　　　　　第９本保持物
　　　９３　　　　　　　補助シート
　　　９３ｂ　　　　　　裏面
　　　９３ｃｂ、９３ｃｃ　辺
　　　９３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　　９３ｐ　　　　　　横短冊状部分
　　　９３ｑ　　　　　　縦短冊状部分
　　１０１　　　　　　　第１０本保持物
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　　１０３　　　　　　　補助シート
　　１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃ　単位シート
　　１０３ａｂ、１０３ｂｂ、１０３ｃｂ　裏面
　　１０３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　１０３ｓ　　　　　　短辺
　　１１１　　　　　　　第１１本保持物
　　１１３　　　　　　　補助シート
　　１１３ｂ　　　　　　裏面
　　１１３ｃｂ　　　　　辺
　　１１４　　　　　　　把持シート
　　１１４ｂ　　　　　　裏面
　　１１４ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　１２１　　　　　　　第１２本保持物
　　１２３　　　　　　　補助シート
　　１２３ｂ　　　　　　裏面
　　１２３ｃｂ　　　　　辺
　　１２４ａ、１２４ｂ　把持シート
　　１２４ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　１３１　　　　　　　第１３本保持物
　　１３３　　　　　　　第１補助シート
　　１３３ｂ　　　　　　裏面
　　１３３ｃｂ　　　　　辺
　　１３４　　　　　　　第２補助シート
　　１３４ｂ　　　　　　裏面
　　１３４ｓ　　　　　　短辺
　　１３４ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　１４１　　　　　　　第１４本保持物
　　１４３　　　　　　　補助シート
　　１４３ａ　　　　　　表面
　　１４３ｂ　　　　　　裏面
　　１４３ｃａ、１４３ｃｂ、１４３ｃｃ、１４３ｃｄ　辺
　　１４３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　１４３ｈ　　　　　　スリット
　　１５１　　　　　　　第１５本保持物
　　１５３　　　　　　　補助シート
　　１５３ａ　　　　　　表面
　　１５３ｂ　　　　　　裏面
　　１５３ｃａ、１５３ｃｂ、１５３ｃｃ、１５３ｃｄ　辺
　　１５３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　１５３ｈ１、１５３ｈ２、１５３ｈ３　スリット
　　１６１　　　　　　　第１６本保持物
　　１６３　　　　　　　補助シート
　　１６３ａ　　　　　　表面
　　１６３ｂ　　　　　　裏面
　　１６３ｃａ、１６３ｃｂ、１６３ｃｃ、１６３ｃｄ　辺
　　１６３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　１６３ｈ　　　　　　スリット
　　１７１　　　　　　　第１７本保持物
　　１７３　　　　　　　補助シート
　　１７３ａ　　　　　　表面
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　　１７３ｂ　　　　　　裏面
　　１７３ｃａ、１７３ｃｂ、１７３ｃｃ、１７３ｃｄ　辺
　　１７３ｆ　　　　　　外方に張り出す部分
　　１７３ｍ　　　　　　ミシン目部分
　　３０１　　　　　　　保護シート
　　３０１ａ、３０１ｂ、３０１ｃ、３０１ｄ　辺
　　３０３　　　　　　　貼着面
　　３０５　　　　　　　接着層
　　３０７　　　　　　　保護シート本体
　　３０９　　　　　　　操作面
　　４０１　　　　　　　剥離シート本体
　　４０１ａ、４０１ｂ、４０１ｃ、４０１ｄ　辺
　　４０２　　　　　　　表面
　　４０４　　　　　　　裏面
　　４２１　　　　　　　基準線分
　　４３１　　　　　　　小領域
　　４３２　　　　　　　大領域
　　５０１　　　　　　　シート複合体
　　６０１　　　　　　　電子機器
　　６０３　　　　　　　表示部
　　７０１　　　　　　　指

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(46) JP 3169203 U 2011.7.21

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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